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中の沢遺跡 日半過古墳群完掘状況 (平成 18年度 】ヒ区)



平成の大合併と呼ばれる自治体再編の大きな契機のなか、平成 18年 3月 6日 に上田市と小県郡

丸子町、真田町、武石村が合併して新生上田市が発足しました。

上田市と東御市 (旧東部町)及び小県郡の範囲は「上小」と通称され、歴史的・行政的に強い

繁がりをもちながら発展してきました。古代には信濃国分寺が創建され、国府も一時上田に置か

れた可能性があり、その所在地を求めて調査を続けています。戦国の智将・真田昌幸が築城した

上田城は、徳サ|1軍の三度の攻撃を打ち破 り、全国に真田の名を知らしめました。近代には養蚕・

製糸業が盛んになり、産学関連施設が集まつて 「蚕都上田」と呼ばれました。このように上田市

周辺は古くから地域の政治・経済・文化の中心的な役割を担ってきました。また、
「信州の鎌

倉」と呼ばれる塩田平周辺には、幕府が置かれた鎌倉を介して先進的な文化芸術が流入し、貴重

な文化財が数多く残つています。東山道をはじめ、北国街道や大笹街道といった幹線が通過し、

他地域との交流、繁がりも強くみられる地域です。

このたび、上田市と坂城町を繁ぐ国道18号線上田坂城バイパスの建設にあたり、上田市上半過

地籍の予定地に埋蔵文化財が存在することが判明したため、工事施工に先立ち緊急発掘調査を行

いました。周辺には以前から古墳時代後期の古墳群と平安時代の遺跡が所在することが知られて

いましたが、発掘調査の結果、古墳が 4基確認され、人骨のほか耳環・ガラス小玉・短資Jな ど多

くの副葬品が出土しました。また、古墳時代、平安時代の住居跡を検出し、遺構は確認できませ

んでしたが、縄文時代早期の押型文土器、弥生時代前・中期の土器が確認されるなど、新知見が

相次ぎ、大きな成果がありました。非常に長い時間にわたつて、人々の生活の痕跡が残されてお

り、市内でもたいへん特徴的な遺跡です。今回報告する内容が、上田市及び周辺地域の歴史研究

の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から整理作業・報告書刊行に至るまで,深いご理解とご協力を

いただきました関係諸機関、地元住民の皆さま、調査に参加してくださつた方々に対して心から

敬意と感謝を表する次第です。

平成21年 (2009年 )3月

上田市教育委員会教育長 森 大 和
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例 画

1 本書は長野県上田市小泉字上半過に所在する中の沢遺跡・半過古墳群の発掘調査報告書であ
る。なお、新市発足に伴い、現在、埋蔵文化財分布図の統合作業を進めているところであり、

本文中の遺跡番号等は合併前のものを引き続いて使用している。

2 調査は国道18号線上田坂城バイパス改築工事の実施に先立ち、国土交通省関東地方整備局の
委託を受け、上田市 (上田市教育委員会事務局文化振興課文化財保護係)んミ直営で実施した。

3 調査は発掘調査、遺物整理、報告書刊行を含めて、平成18年 6月 1日 から平成21年 3月 24日
まで行った。

4 現地調査は文化振興課文化財保護係・尾見智志 (18年度)、 和根崎剛 (19年度)が行った。

5 遺構の実測は尾見智志、和根崎剛、石田奈緒、滝澤百合香、堀内通子が行った。

6 遺物整理は石田奈緒、上原祐子、関大子、滝澤百合香、竹内侑子、田中人枝子、田村雄二、
中村員理子、中村洋子、堀内駿、堀内通子、渡辺愛子が行った

7 遺物の実測は和根崎剛、石田奈緒、上原祐子、滝澤百合香、竹之内綾、堀内通子が行った。

8 本文執筆は和根崎剛が行い、版組みは和根崎、石田奈緒、上原祐子、滝澤百合香、堀内通子
が行った。なお、18年度発掘調査の内容については、尾見智志の助言を得て執筆 した。

9 遺構・遺物の写真撮影は尾見智志、和根崎剛が行った。

10 調査に係る基準点測量及び空中写真測量を国際航業株式会社 (18年度)、 株式会社みすず総

合コンサルタン ト (19年度)に委託して行った。なお、2年次にわたる測量の成果をもとに、

遺跡全体図の編集作成を株式会社みすず総合コンサルタン トに委託して行った。

11 調査に係る資料は上田市立信濃国分寺資料館収蔵庫に保管してある。

12 本書の編集刊行は事務局 (上田市教育委員会文化振興課)が行った。なお、調査結果は『市

内遺跡』、『長野県埋蔵文化財要覧習等で一部報告しているが、内容に相違がある場合は本報
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告をもつて訂正する。

13 本書が刊行されるまでには、多くの方々や諸機関のご理解とご協力を賜つた。以下、ご芳名

を記して深く感謝の意を表したい。 (順不同・敬称略)

国土交通省関東地方整備局長野国道事務所、長野県教育委員会文化財・生涯学習課、上田坂城バ

イパス半過地区対策委員会、上田典男、大田圭郁、大竹幸恵、大竹憲昭、川上元、倉澤正幸、

甲田三男、児玉卓文、櫻井秀雄、塩入秀敏、助川朋広、谷和隆、谷畑美帆、時信武史、

中村由克、西山克己、三木陽平、堀田雄二、柳沢亮、山岸猪久馬

〈引用参考文献〉

上田市教育委員会  『上国市の原始 。古代文化』埋蔵文化財分布調査報告書 昭和52(1977)年

上国市教育委員会ほか  『上田原遺跡』 平成 8(1996)年

上田市教育委員会ほか  『浦田B遺跡』 平成11(1999)年

上田市教育委員会ほか  『駕籠田 (築地)遺跡』 平成H(1999)年

上田市教育委員会ほか  「第二章 第二節 遺物」『法楽寺遺跡』第 1分冊 (本文編) 平成16(2004)年

上田市教育委員会ほか  『市内遺跡』平成17年度 平成13(2006)年

上田市教育委員会ほか  『市内遺跡』平成19年度 平成20(2008)年

岡田正彦  「長野県下の製鉄遺跡と下伊那」『研究紀要』第18号 飯田市美術博物館 平成20(2008)年

尾見智志  「上小地方の弥生土器編年」『長野県の弥生土器』長野県考古学会 平成H(1999)年

斎藤孝正  「猿投窯における灰釉陶の展開」『考古学ジャーナル配211 臨時増刊号』 昭和57(1982)年

谷畑美帆・鈴木隆雄  『考古学のための古人骨調査マニュアル』 平成16(2004)年

中村浩・斎藤孝正・後藤建―・出越茂和  『須恵器集成図録』 第 3巻 東日本編 I 平成7(1995)年

長野県教育委員会  『長野県史』考古資料編 第1巻 (四)遺構・遺物

長野県教育委員会 埋蔵文化財包蔵地調査カー ド 上田市内 昭和49～ 50(1974～75)年

(財)長野県埋蔵文化財センターほか  「清水製鉄遺跡」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書22』

―更埴市内その 1- 平成 9(1997)年

(財)長野県埋蔵文化財センターほか  「弥勃堂遺跡」『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 2』 一上田市

内・坂城町内一 平成10(1998)年

長野県埋蔵文化財センターほか  「大日ノ木遺跡」「小山製鉄遺跡」『上信魃自動車道埋蔵文化財発掘調査報

告書21』 ―上田市内・坂城町内一 平成11(1999)年

長野市教育委員会ほか  『松原遺跡Ⅲ』 平成 5(1993)年
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例

[遺 構 ]

1 各遺構の略称は次のとおりである。番号は遺構種毎に付してあるが、原則として発掘調査時の番号を変更
していないため、欠番や枝番がある。

SB―住居跡・竪穴状遺構

SF― 単独で存在する火を焚いた跡、炉跡 (屋内炉は含まず)

SH―集石及び配石遺構

SK― 土坑

2

3

4

5

[

1

2

3

4

5

6

7

8

9

[

1

2

3

4

SM―マウンド (石で構築されたものも含める)

ST―掘立柱建物跡

SX― その他・性格不明の遺構

遺構実測図は原則として原図 1/20、 縮尺 1/3である。なお、古墳の平面図のみ 1/2である。

遺構の主軸方向は、国家座標の北とのなす角度で示した。

土層の色調判別には、農林省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修 「新版標準

土色帖」1997年度版を使用した。

遺構写真図版の縮小は任意である。

遺 物 ]

土器・石器等は縮尺 1/3を原則とした。例外はスケールで示した。

土器の実測方法は4分割法を用い、右側 1/2に断面及び内面を左側 1/2に外面を記録した。

赤色処理のある遺物は網点スクリーントーン20%で示した。

黒色処理のある遺物は網点スクリーントーン50%で示した。

須恵器は断面を黒く塗りつぶした。

灰釉・緑釉陶器は断面を粗ロスクリーントーン15%で示した。

縄文時代の繊維土器は断面を網点スクリーントーン40%で示した。

遺物番号は実測図番号及び写真番号と対応している。

遺物写真図版の縮小は任意である。

観察表 ]

各観察表の図版番号は各図版の遺物番号と対応している。

上器の分類は『法楽寺遺跡』 (上田市文化財調査報告書第95集)の分類基準によった。

土器の色調判別には、「新版標準土色帖」1997年度版を使用した。

遺物観察表の項目については、長野県埋蔵文化財センターが発行した報告書を参照し、市教委が所有する

機器等の実情に応じて、掲載項目を選択した。
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写真図版 1

(1)遺構検出作業 (N区)

(2)遺構検出作業 (S区 )

(3)遺構発掘作業 (N区 )

写真図版 2

(1)遺構発掘作業 (S区 )

(2)遺構発掘作業 (E区 )

(3)基本土層 (N区 )

写真図版 3

(1)調査前風景 (N区・ S区 )

(2)表土剥ぎ完了 (E区 )

(3)1号住居跡完掘状況

写真図版 4

(1)1号住居跡カマ ド検出状況

(2)2号住居跡完掘状況

(3)2号住居跡カマ ド検出状況

写真図版 5

(1)3号住居跡完掘状況

(2)3号住居跡地床炉検出状況

(3)4号住居跡完掘状況

写真図版 6

(1)4号住居跡カマ ド検出状況

(2)4号住居跡遺物出土状況

(カマ ド袖石前)

(3)4号住居跡遺物出土状況

(カマ ド北側 )

写真 図版 目次

写真図版 7

(1)5号 。6号竪穴状遺構完掘状況

(2)7号住居跡完掘状況

(3)8号住居跡完掘状況

写真図版 8

(1)9号住居跡完掘状況

(2)10号住居跡完掘状況

(3)1号土坑完掘状況

写真図版 9

(1)3号土坑完掘状況

(2)22号土坑完掘状況

(3)20号土坑完掘状況

写真図版10

(1)1号古墳検出状況 (南から)

(2)1号古墳検出状況 (東から)

(3)1号古墳耳環出土状況

写真図版 11

(1)1号古墳人骨出土状況 1

(2)1号古墳人骨出土状況 2

(3)1号古墳完掘状況 (南から)

写真図版12

(1)1号古墳玄室内土層断面 (東西)

(2)1号古墳玄室内土層断面 (南北)

(3)1号古墳完掘状況

写真図版 13

(1)1号古墳玄室入日
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(2)1号古墳左側壁            写真図版20

(3)1号古墳奥壁             (1)2号 古墳羨道完掘状況 (西から)

(2)2号古墳閉塞石状況

写真図版14                 (3)2号 古墳羨道完掘状況 (南から)

(1)1号古墳右側壁

(2)1号古墳前庭都            写真図版21

(3)1号古墳南側の石積          (1)3号 古墳掘下げ状況

(2)3号古墳人骨検出状況

写真図版15                 (3)3号 古墳完掘状況 (北から)

(1)2号古墳検出状況 (南から)

(2)2号古墳検出状況 (西から)      写真図版22

(3)2号古墳検出状況 (北から) ・   (1)3号 古墳完掘状況 (南から)

(2)3号古墳玄室内玉石敷設状況

写真図版16                 (3)3号 古墳奥壁

(1)2号古墳人骨出土状況

(2)2号古墳遺物出土状況         写真図版23

(右袖石付近)               (1)3号 古墳左側壁 1

(3)2号古墳遺物出土状況         (2)3号 古墳玄室入口

(左袖石付近)               (3)3号 古墳左側壁 2

写真図版17                 写真図版24

(1)2号古墳玄室内土層断面 (東西)    (1)古 墳群全景と台地地形 (西から)

(2)2号古墳玄室内土層断面 (南北)    (2)4号 古墳跡 (中の沢 1号墳 )

(3)2号古墳玄室完掘状況         (3)古 墳石室状の石組

写真図版18                 写真図版25

(1)2号古墳玄室内玉石敷設状況      (1)1号 集石検出状況

(2)2号古墳完掘状況 (羨道入日から)   (2)1号 集石掘下げ状況

(3)2号古墳玄室入日           (3)1号 集石完掘状況

写真図版19

(1)2号古墳奥壁

(2)2号古墳玄室入口

(3)2号古墳右側壁

写真図版26

(1)2号集石掘下げ状況

(2)2号集石覆土堆積状況

(3)2号集石完掘状況
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写真図版27

(1)3号集石完掘状況

(2)集石除去状況

(3)1号製錬炉 (西から)

写真図版28

(1)1号製錬炉 (西から)

(2)1号製錬炉断面

(3)N区完掘状況 (南から)

写真図版29

(1)現地説明会 (平成18年度)

(2)発掘調査作業員

(3)整理作業

写真図版30

(1)1号住居跡出土土器

(2)3号住居跡出土土器 1

(3)3号住居跡出土土器 2

写真図版 31

(1)4号住居跡出土土師器

(2)4号住居跡出土須恵器

(3)1号土坑出土土器

写真図版32

(1)3号土坑出土土器

(2)半過古墳群出土 耳環

(3)1号古墳出土土師器イ

写真図版33

(1)2号古墳出土フラスコ形瓶 1

(2)2号古墳出土フラスコ形瓶 2

(3)2号古墳出土土師器郭
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第一章 調査の経過

第一節 調査に至る経過

本書収録遺跡の発掘調査は、国土交通省関東地方整備局による一般国道 18号 (上田坂城バイパ

ス)改築工事に伴って消滅する上田市内に所在する埋蔵文化財 (中の沢遺跡・半過古墳群)の記

録保存を目的として行われたものである。

平成14年 12月 に関東地方整備局長野国道事務所から上記工事計画の報告を受け、ただちに中の

沢遺跡及び半過古墳群に関する保護協議を行い、用地買収済み箇所から随時試掘調査を行つた。

その結果、バイパス予定地のうち、上田市上半過地籍に遺跡が所在することが判明した。協議の

結果、発掘調査は平成 18年度から19年度に行い、整理作業と報告書の発刊を20年度に実施するこ

ととした。

第二節 発掘調査の経過

試掘調査 (ト レンチ掘削面積292だ )

平成 17年 5月 24日 ～ 5月 25日  担当者 :尾見智志

平成19年 7月 9日 ～ 7月 10日   担当者 :和根崎剛

現場発掘調査 (調査面積4,000ポ )

平成18年度 7月 25日 ～ 1月 31日 (調査面積3,650ポ )

平成 19年度 10月 10日 ～12月 10日 (調査面積350r)

整理作業

平成 18年度  1月 29日 ～ 3月 26日

(遺構図面及び写真等の整理、出土遺物の洗浄、注記、接合、保存処理 )

平成 19年度 9月 27日 ～ 3月 26日

(遺構図面及び写真等の整理、出土遺物の洗浄、注記、接合、図化、保存処理 )

平成20年度 5月 22日 ～ 3月 24日

(出土遺物の図化、保存処理、人骨の整理、遺物データ処理、遺構遺物図面 トレース、遺物写真

撮影、報告書刊行 )

第二節 調査日誌 (抄 )

(平成14年度〉

12月 24日  長野国道事務所と保護協議。 15～ 19年度に発掘調査の予定で協定と契約を締結する

ことで合意。

(平成15年度〉

― H―



4月 1日 国土交通省関東地方整備局と発掘調査協定を締結 (52,500千円)。
4月 1日  国土交通省関東地方整備局と15年度発掘調査受委託契約を締結 (17,500千円)。
11月 27日  用地買収の進捗状況により、15年度の発掘調査は実施しないこととなる。
(平成 16年度)

6月 17日 長野国道事務所と保護協議。 トンネルエ事用詰所の設置に係る中の沢 1号古墳の保

護について合意。

(平成 17年度〉

4月 19日 長野国道事務所と保護協議。買収済み用地の試掘調査の実施について合意。
5月 24日  トンネル及び本線工事区間において試掘調査を実施。埋蔵文化財の所在を確認。
(平成18年度〉

6月 13日 長野県教育委員会あて文化財保護法第94条に基づく発掘調査の通知を提出。
6月 30日  国土交通省関東地方整備局と発掘調査変更協定を締結 (総額39,000千 円)。
7月 1日  国土交通省関東地方整備局と18年度発掘調査受委託契約を締結 (18,000千円)。
7月 25日  中の沢遺跡北区 。南区 (N区 。S区)の発掘調査に着手。バックホーによる表土剥

ぎ開始。

8月 1日 遺構検出作業開始。

8月 21日  1号古墳石室調査開始。

8月 23日  2号古墳を確認。

8月 28日  3号古墳を確認、N区住居跡集中区の遺構調査開始。
9月 1日  住居跡集中区で平面プラン検出が難航したため、土層断面図を設定して掘り下げ。
9月 5日  古墳検出状況空中写真測量。

9月 11日  1号製錬炉を検出。

9月 26日  1号古墳石室で人骨を検出。
10月 4日  2号古墳石室調査開始。

10月 16日  3号古墳石室調査開始

10月 18日 塩入秀敏氏 (上田女子短期大学教授・故人)に現場指導をいただく。
10月 21日  現地説明会を開催。約 150名来場。

10月 31日  2号古墳の木棺中央付近から刀子が出土。

■月 1日 上田市議会・坂城町議会議員が現場視察。
H月 9日  上田女子短期大学の学生 7名が発掘作業体験。

11月 14日  川西郷土研究会18名 が現場視察。
11月 14日 関東地方整備局長野国道事務所5名が現場視察。
11月 24日  遺構空中写真測量。

11月 29日  上田市長現場視察。
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12月 8日  現場機材撤収完了。

1月 10日  1～ 3号古墳の石室解体に着手。

1月 23日  現場埋め戻し作業の際に廃土置き場直下に4号古墳跡を確認。

1月 31日  現地作業終了。以後、整理作業を主体とする。

2月 17日 受委託変更契約締結 (12,000千円)

3月 26日  18年度の作業を終了する。

(2)平成 19年度

5月 21日 長野国道事務所と保護協議。 19年度試掘調査の実施と本発掘調査について合意。

7月 9日 本線及びランプ部の試掘調査を実施。埋蔵文化財の所在を確認。

8月 30日  国土交通省関東地方整備局と発掘調査受委託契約を締結 (8,500千円)。

9月 27日  平成18年度調査出土品等の整理作業に着手。

10月 10日  中の沢遺跡東区 (E区)の発掘作業に着手。

10月 4日 バンクホ~に よる表土剥ぎ作業開始

10月 10日 現場事務所開設 (仮設プレハブ、 トイレ設置、機材搬入)。

10月 11日 遺構検出作業開始。

10月 13日  遺構掘 り下げ開始。

H月 8日  遺構空中写真測量 (1回 日)。

11月 30日 遺構空中写真測量 (2回 目)。

12月 10日  現場作業終了。現場撤収。以後、整理作業を主体とする。

2月 17日  受委託変更契約締結 (5,600千円)

3月 26日  19年度の作業を終了する。

(3)平成20年度

5月 21日  国土交通省関東地方整備局と発掘調査受委託契約を締結 (6,000千円)。

5月 22日  出土遺物整理作業に着手。

8月 12日 遺物整理作業がほぼ終了し、以後、報告書刊行作業を主体とする。

10月 10日  古墳出土人骨の調査鑑定のため、谷畑美帆氏 (特定非営利活動法人スケル トン研究

機構理事代理・北里大学一般教育部特別研究員・明治大学講師)を招聘し、指導を

得る。

10月 24日  鉄製錬関連遺物の鑑定及び調査指導のため、柳沢亮氏 ((財)長野県文化振興事業

国長野県埋蔵文化財センター調査研究員)を招聘し、指導を得る。

H月 13日  石器の器種判定のため、太田圭郁氏 (特定非営利活動法人文化財保護活用機構代表

理事)を招聘し、指導を得る。

H月 22日  古墳出土須恵器の時期判定のため、長野県立歴史館に西山克己氏 (同館専門主事)

を訪ね、指導を得る。
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12月 20日  石器の所属時期について、長野県立歴史館に大竹憲明氏 (同館専門主事)、 中村由

克氏 (信濃町立ナウマンゾウ博物館学芸員)、 谷和隆氏 (長野県教育委員会文化

財 。生涯学習課)を訪ね、指導を得る。

12月 25日  石器の所属時期について、大竹幸恵氏 (長和町立星くずの里たかやま黒耀石体験

ミュージアム学芸員)、 三木陽平氏 (長和町教育委員会)を招聘 し、指導を得る。

2月  日 受委託変更契約締結 (5,200千円)

3月 6日  報告書の原稿を入稿完了。以降、図面と遺物の整理収納を行 う。
3月 14日 上田市立信濃国分寺資料館で発掘調査速報展を開催。出土品の公開を開始。
3月 24日  20年度の作業を終了。本報告書の刊行をもつて調査を終了する。

第四節 調査の体制 (平成18～ 20年度)

事務局 (上田市教育委員会文化振興課)

平成18年度   教 育 長 森 大和

中村明久教育次長

文化振興課長   岡田洋一

伊藤正巳

文化財保護係長  土屋俊彦

小林栄子

文化財保護係   中沢徳士

平成19年度   教 育 長     森 大和

教育次長     小菅 清

文化振興課長   伊藤正巳

文化財保護係長  小林栄子

文化財保護係   中沢徳士

平成20年度   教 育 長     森 大和

教育次長     小菅 清

文化振興課長   中部通男

文化財保護係長  小林栄子

文化財保護係   中沢徳士

調査組織 (発掘調査・整理作業・報告書刊行 )

(10月 1日 着任 )

(10月 1日 着任 )

・尾見智志 (担当)・ 河ヽ林 伝

。小林 伝・和根崎剛 (担当)

・小林 伝・和根崎剛 (担当)

平成 18年度

担 当 者 :尾見智志

発掘作業 :石田奈緒、岡野次郎、関大子、関口庸一、

-14-

滝澤百合香、竹本保明、竹内侑子、



整理作業

平成19年度

担 当 者

発掘作業

整理作業

平成20年度

担 当 者

田中人枝子、田村雄二、中村員理子、中村洋子、堀内通子、丸山昌美、

渡辺愛子

石田奈緒、上原祐子、関大子、滝澤百合香、竹内侑子、田中人枝子、

田村雄二、中村員理子、中村洋子、堀内駿、堀内通子、渡辺愛子

和根崎剛

石田奈緒、関大子、滝澤百合香、田中人枝子、中村員理子、中村洋子、

堀内通子

石田奈緒、上原祐子、関大子、滝澤百合香、田中人枝子、中村員理子、

中村洋子、堀内通子

整理作業及

和根崎剛

び報告書刊行 :石田奈緒、上原祐子、関大子、滝澤百合香、竹之内綾、

田中人枝子、中村員理子、中村洋子、堀内通子

第五節 調査の方法

1 発掘調査の方法

(1)遺跡の名称と記号

遺跡名は原則として『上田市の原始・古代文化 埋蔵文化財分布調査報告書』 (上田市教育委

員会1977)に記載されている名称とし、「中の沢遺跡」「半過古墳群」とした。半過古墳群につ

いては滅失等で位置が不明となつてしまつたものもあることから、埋蔵文化財包蔵地調査カー ド

(長野県教育委員会1975)、 上田市文化財分布図 (上田市教育委員会1996)等 を援用し、その特

定に努めた。分布図には工事区域内に中の沢 1号墳 (半過古墳群 6号墳)と 同 2号墳 (同 7号

墳)が記録されている。発掘調査で検出した古墳は3基あり、古墳の残骸と思われる遺構も■基

確認された。聞き取り調査や文献記録を検証したところ、今回の発掘調査で 1号古墳 (SM01)と

した古墳は中の沢 2号古墳とみられ、古墳の残骸と推定される遺構は中の沢 1号古墳であると判

断した。残りの 2基は新発見の古墳であり、新たに半過古墳群10号墳、H号墳の呼称を与えた。

なお、記録の便宜を図るために、アルファベット等を用いた遺跡記号を設定し、18年度発掘調

査部分は中の沢 (N aka・ nO o Sava)からNOS(半 過古墳群を含む)、 19年度部分はNOS

Ⅱという略記号を与えた。実測図や遺物ラベル等の記録、遺物の注記などにこの記号を用いた。

(2)遺跡の範囲

遺跡の範囲は原則として分布図に記載されている区域とし、『上田市の原始
。古代文化』に記

載されている遺跡の内容を補完資料として判断した。ただし、遺構・遺物の詳細については断片

的な資料しかなく、特にバイパス予定地内に存在が記録されている周知の中の沢 1号墳 (半過古
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墳群 6号墳)と 同 2号墳 (同 7号墳)は、当初は正確な位置が判然としなかったため、事前に試
掘調査を実施 して遺跡の性格を把握することとした。

(3)試掘調査

試掘調査は遺跡の広がりと遺構面までの深さ、出土遺物の有無を確認 し、あわせて古墳の正確

な位置を把握するために、バックホー (o.2級)を用いたテス トピット法及び トレンチ法により
行った。試掘調査は用地買収が完了した区域から順次行ったため、平成 17年度及び19年度の 2回

に分けて実施 している。

(4)本発掘調査

試掘調査で得た情報に基づき、発掘調査区を設定して面的な調査を行った。表土剥ぎはバック

ホー (0.4級 )を用い、一部を人力で行った。なお、国土座標に基づき、調査区に 3× 3mを単
位とするグリンドを設定し、遺構の実測及び遺物の取 り上げ等に利用した。

(5)遺構の調査

遺構の検出作業は人力で検出面の精査を行い、必要に応 じてサブ トレンチを設定して行った。

遺構の名称は記録等の便を図るため記号を用い、遺構番号は時代等に関係なく種類ごと、検出順

に付した。今回の調査で使用した遺構の略号は次のとお りである。

SB―住居跡・竪穴状遺構

SF―単独で存在する火を焚いた跡、炉跡 (屋内炉は含まず )

SH―集石及び配石遺構

SK―土坑

SM―マウンド (石で構築されたものも含める)

ST―掘立柱建物跡

SX―その他・性格不明の遺構

(6)遺物の取り上げ

包含層の遺物は、グリンド別、層位別に取り上げた。遺構内や遺物集中箇所の出土遺物につい

ては、それぞれ座標 と標高を記録して取り上げることを基本としたが、時間的制約もあり、遺構

内を分割してまとめて取り上げたものもある。古墳石室の覆土はフルイ (l llullメ ッシュ)を用い

て、ガラス小玉等の検出を行った。

2 記録の方法

(1)遺構の実測

グリッドの設定は国土座標に基づき、座標値の明らかな工事用杭を基準にして行った。グリッ

ドは北から0、 1、 2…、西からAa、 Ab、 Ac・―の名称を付した。これらは作業効率の点んヽ ら

業者に委託して実施 した。

(2)実測の方法
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個々の遺構の実測は、担当者及び作業員が簡易遣り方を用いて行つた。住居跡や土層断面図は

1/20、 土坑や住居跡付属の遺構は 1/10と した。また、遺跡の全体図は業者に委託して空中写

真測量を実施した。古墳の石室の実測も、業者に委託して実施した。遺構は 1/20、 遺跡全体図

は 1/100の縮尺で測量 し、年次ごとに委託業者が異なつたため、図面の統合編集業務を業者に

委託 して実施した。

(3)写真

発掘現場で遺構の撮影に使用した機材は、一眼レフカメラはCanOn EOS 55で 、フィルムはカ

ラーリバーサル (FU」 I PROVIA100F)36枚 撮と、モノクロ (FUJI NEOPAN100)36枚撮を使用 し

た。フィルムの現像・プリント・ベタ焼きは業者に依頼して行つた。また、補完的にデジタルカ

メラを用いて遺構の撮影を実施した。

19年度の調査ではカラーフィルムからデジタルデータ化した画像をCD―Rに記録して保存した。

写真は台帳を作成して、整理しながら撮影を行つた。なお、空中写真測量の際に、あわせて遺

跡の空中写真撮影を業者に委託して行つた。

(4)その他

発掘調査の経過は現場では適宜野帳に記録 し、日誌を作成 して保管した。遺構は遺構カー ドを

作成して、所属時期や出土遺物等のデータを記入して保管した。

第六節 整理の方法

(1)実測図等の整理と保管

整理作業は実測図等の整理から着手した。誤 りを修正し、実測図には通し番号を付 して台帳を

作成した。写真はネガとベタ焼きをネガアルバムに整理し、プリントはポケット式台紙に整理 し

てファイリングした。デジタル画像はプリントアウトせず、専用の記録媒体 (USBフ ラッシュメ

モリ)にデータを保存し、CD―Rは収納袋に入れプリントとともに整理保管した。

(2)遺物の整理と記録

全ての遺物は整理、記録のうえ、ビニール袋あるいは密閉容器に収納して、コンテナまたはダ

ンボール容器に入れて保管した。

土器・陶器及び石器は作業員が水洗、乾燥の後、注記をし、コンテナに収納した。原則として

白色絵具を用い、遺跡名、遺構名 (グ リッド名)、 ナンバー等を略号で記入し、油性クジヤー

ラッカーで被覆した。接合作業、実測、採拓後、適宜ビニール袋に収め、土器
。石器の別に、遺

構ごとコンテナに収納した。

短刀・鉄鏃等の金属製品は発掘担当者の指導のもと、作業員が医療用メスを使って土砂や銹を

除去し(エ タノールを用いた応急保存処理を実施した。鉄製品は遺物本体に影響がない程度に銹

を除去した。耳環は緑青を落とす程度に処理を行つた。これらは一部を財団法人山梨文化財研究

所に委託して樹脂含浸による永久保存処理を実施した。応急処理のみをした遺物は、密閉容器 に

-17-



シリカグルとともに収納 した。

製錬関係遺物は作業員が刷毛や豚毛ブラシで表面の上を取 り除いた後、柳沢亮氏の指導のも

と、発掘担当者が分類し、作業員が大きさ及び重量、磁着度等を計測した後、ビニール袋に収納

した。そのうち、鉄塊系遺物は遺構ごと密閉容器にシリカゲルとともに収納した。

ガラス小玉は土の付着が著しかったため、作業員が整理室において水洗を行つた。出土地点ご

とに分けて密閉容器等に収納した。

人骨は脆弱だったために、取り上げの際に崩壊 したものが多いが、作業員が用U毛 と竹串を用い

て土を取り除き、観察及び接合を試みた。台帳 (人骨整理カー ド)を作成後、谷畑美帆氏に依頼

し、水洗、部位や年齢、個体数等の鑑定を行った。なお、人骨は湿気防止と通気性の面から、取

り上げ単位ごとに新聞紙で包み、画仙紙で包んだシリカグルを同梱 してダンボール箱に収納 し

た。

遺物の記録は発掘担当者が指導し、図化・計測の大部分を作業員が行つた。分類・観察は発掘

担当者が行つた。写真はデジタルカメラCanOn POwershOtを用い、画質を3,000万画素と設定して

発掘担当者が撮影 した。なお、遺構写真と同様にデジタル画像はプリン トアウトはせず、専用の

記録媒体にデータを保存した。
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第 1図  発掘調査及び周辺地形図
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第二章 遺跡の環境

第一節 地理的環境

長野県東部に位置する上田市は、平成 18年 3月 6日 に上田市と小県郡丸子町、真田町、武石村

が合併 して発足した。長野市や松本市などと接するほか、群馬県嬬恋村とも隣接する。市域の北

には菅平高原、南には美ヶ原高原が所在し、上田盆地と呼ばれる地形を形成している。

市域の中央を東西に千曲川が流れ、左岸地域と右岸地域に三分される。左岸地域のうち、盆地

の南西部は昭和の合併で上田市と合併した旧塩田町と旧川西村の区域に分けられる。塩田地区は

小盆地で塩田平と呼ばれているのに対し、川西地区は浦野川が形成 した谷平野に室賀谷を加えた

一帯である。塩田平の水を集めた産川は、浦野川と流れを―にし、下之条地籍で千曲川に注ぐ。

遺跡はこの合流点近くの山間の段丘上に所在する。千曲川は遺跡が所在する付近で岩鼻と呼ばれ

る狭総部を抜けた後、川幅を広げて善光寺平へと注がれる。上田付近は千曲川の川底が浅く、勾

配が急であるため、夏季には産卵期のアユやウグイを捕らえる「つけば漁」が風物詩となつてい

る。河岸段丘が発達し、上田原地籍を除けば比較的大きな氾濫原が形成されにくい環境にある。

遺跡の位置する上半過地区は、三方を山に囲まれた谷段丘上に、集落と畑地が広がる。長野県

名勝天然記念物・半過岩鼻のある須々貴山の東側には、小牧山麓から続く千曲川の沖積氾濫原が

あり、その市側には上国原地籍まで千曲川の第二段丘面が広がる。

上田盆地は寒暖の差が激しい内陸性の気候で、雨量が乏しく、年間降水量が1,00ollullに も満た

ない全国でも有数の寡雨地帯である。こうした気象要件が国府や国分寺の建立など、上田盆地の

歴史にも大きな影響を与えてきたと考えられる。

歴史的環境

浦野川と産川が合流する一帯には縄文時代から中世の遺跡が所在し、特に弥生時代後期の集落

跡が多く存在することが特徴である。また、上田盆地では弥生時代前期または中期の土器を出土

する遺跡はわずかしか確認されていないが、そのほとんどがこの一帯に所在することも特筆され

る。第一節で述べたとおり、千曲川の沖積氾濫原であることから、米作りに適した地域だったこ

とイま想像に難くフよい。

中の沢遺跡・半過古墳群周辺で特筆すべき遺跡のひとつに上田原遺跡群がある。産川の東側・

上田原台地の北端に位置する遺跡群で、塚原遺跡、殿街道遺跡などが含まれる。平成 5～ 6年度

に県営球場建設に伴 う発掘調査が行われ、縄文 。弥生後期・平安時代の住居跡、弥生後期～古墳

初頭の周溝墓、古墳、古墳後期の礫床墓、溝跡、土坑等が検出された。遺構に加え出土遺物も多

彩で、各時代の土器などのほか、東 日本では類例がない弥生後期の鉄鉾が 1点土坑から出土し

た。また、弥生中期の栗林式上器が出上し、大きな成果があつた。この上田原遺跡群の様相を概
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観しながら、あわせて周辺遺跡の特徴を述べてみたい。

まず、旧石器時代であるが、これまで上田原一帯では遺物の出土は知られていない。市内全域

に目を向ければ、菅平高原や真田地域での出上が知られる。

縄文時代の遺構・遺物は、上田原遺跡群では早期末の条痕文系土器や絡状体圧痕文系土器等

が、前期は関山式土器・諸磯式上器等が出土している。中期になると五領ヶ台式期の住居跡など

が発掘調査で検出されており、勝坂式土器・加曽利 E式上器が出上した記録もある。勝坂式土器

は惣明遺跡、加曽利 E式上器は駕籠田 (築地)遺跡や箕輪遺跡でも出上している。後期は堀之内

式土器・加曽利 B式土器が、晩期は大洞系土器が出上している。

上田原遺跡群からは遺構は明確に捉えられていないものの、弥生時代前期から中期の遺物も出

土している。前期は条痕文系土器の出土が知られ、後述の浦田B遺跡とともにまとまつた量の遺

物が確認されている。また、発掘資料ではないが、再葬墓に使用されたと思われる条痕文系土器

の壺や、器形復元ができる水神平系の壺が出土している。今回、中の沢遺跡でも前期に属する土

器片が確認 された。また、ごく僅かであるが、中期の栗林式上器の破片もみられる。千曲川流域

のなかでも上田盆地は栗林式上器分布の空白地帯であり、断片的な資料しか確認されていない。

しかし、中の沢遺跡でも僅かではあるが栗林式土器が確認されており、前期から中期の上田原遺

跡群を中心にした一帯については、今後の調査研究が期待される地域である。

上田原台地周辺では、弥生時代後期になると箱清水式期の集落が急速に発展し、一帯には多く

の遺跡が知られている。平成 8年度に発掘調査した浦田B遺跡は、産川に浦野川が合流する南側

の段丘上に広がる遺跡で、後期の住居跡が数多く確認され、36号住居跡からは類例の少ない鉄製

の整が出土している。上田原遺跡群でも後期の住居跡のほか、周溝墓が検出され、弥生後期から

古墳時代初頭に属するものとされた。特に弥生時代後期の鉄鉾の出土は東日本では初の事例とし

て注目された。ほかにも上田千由高校遺跡や琵琶塚遺跡など、当該期の集落跡が知られている。

水田跡は未だ確認されていないが、これらの遺跡から石包丁が多数出土しており、稲作農耕の存

在を傍証できよう。

半過古墳群は後期の円墳群であるが、日向小泉古墳群、塚原古墳群、琵琶塚古墳群など、上田

原一帯には同時期の古墳が数多く存在する。一方、浦田B遺跡や琵琶塚遺跡などから古墳時代初

頭以降の住居跡が検出されている。中の沢遺跡でも今回、古墳時代初頭及び後期の住居跡を険出

している。

奈良・平安時代は上田に国分寺が置かれ、一時期、国府もあつたと推定されている。また、東

山道が通過 していることにより、人や物の移動が盛んだつたことが予想される。上田原周辺も東

山道が通つていたことから、遺構・遺物が数多く検出されている。上田原遺跡群の北側に所在す

る下之条条里水田跡遺跡は条里水田の痕跡が残る一帯で、その原型は古代に整備されたものと推

定される。浦田B遺跡では奈良時代の土器の良好な基準資料が出上し、上田原遺跡群では平安時

代の墨書土器を検出するなどの成果をあげている。
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中世では、浦菌B遺跡から鎌倉時代の館跡が検出されている。掘立柱建物跡のほか、溝跡、井

戸、土坑、柵列が1確認された.。 周辺一帯は当該期には泉氏の本拠地と考えられており、これらの

遺構も何らかの関連がある可能性がある。また、上四原一帯は戦国時代には村上義清と武田信玄

が刀を交えた上田原合戦の地として知ら―れ、村上方が陣|を張ったとされる天白山 (須々貴山)や
信玄の腹心 :板垣信方の墓をはじめ、面陣営の戦死者の墓とされる石塔が数多く伝えられてい

る。

このように、上四原遺跡群周辺は縄文時代から中世まで、継続して生活の痕跡をたどることが

できる市内でも数少ない地域であり、今後の研究が期待される地域である.。
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第 2図  周辺の遺跡分布図
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第 1表 遺跡一覧表
番  号

遺 跡 名 時  代 所 在 地
県 市

502 場 潰跡 古墳 小泉字駒場二

507 「屋敷遺跡 弥生 築地
`

:古屋敷
箕輪遺跡 f箕輪

432 田遺 跡 ～ 半 霧 築 IIlu` :浦 田
i原古壻群 吉を 上田原字塚原
上 田原 潰跡 縄文～弥生 上 田 ) 字本 町 。中島・ 塚 原

l 楽地遺跡 組 V～ 狐 二耐 フ 台 ・ 医

冨 jIR置 跡 弥 作 。平 吉田字宮脇
堀之 内潰跡 鶴文・平安 築地字堀の内

4 太田遺跡 弥 生 仲畑字太田
5 4 宮島遺跡 絡 V～ 半 吉 田と:宮島

東村遺 暗 ～ 半 日 二東村 。中村 。新屋
手矢塚 古壻

´
墳 神畑字手矢塚

反田遺跡 平 安 偶 田写 反 田

西村遺跡 古墳 。平 安 伸畑字西村
438 向村遺跡 縄文～古 H字向村

1 寿池 潰跡 亀文～平安 卜島字菱池
655 1ヒ 山越遺跡 平 安 本捌

`写
北 山越

起遺跡 半 安 本郷字起

埴田遺跡 ～ 半 霧 本郷字埴田
中井遺跡 ～平安 保野字中井
下半渦 山潰 跡 縄 文 /1ヽ泉 ! 麦下 半過 山

盾水下遺跡 氏年 ～ 半 を 二清水下
清水下 平 ` 字清水下

5 水 下昴 古 小泉字清水下
涌 古増 古士 ′Jヽり尋驚

`

二影逓

北沢古墳 古 墳 よ北沢
堂の入遺島 歴 時 代 ユ北沢

508 の 沢 1手 古 小泉字中の沢
の沢 2号古 古墳 /1 :中 の沢

中の沢遺跡 平 安 女中の沢

322 中の沢 3号古墳 古 娼 :中 の沢

323 前沢 古壻 吉墳 小泉字前沢
人幡 山古増 古墳 〔写人幡 山

325 508 人幡山芸跡 平 安 L⊆言ノ(嘘野口町

326 526 琵琶塚 跡 休 年
ハ
斗 τ [字琵琶塚・町裏

327 7 琵琶 塚 「壻 古墳 小泉字琵琶塚・町裏
328 1 日向 /Jヽ -1号古墳 古墳 写 冨 ノ入

5 2 日向小泉 2号古墳 と東村
3 日向 /Jヽ 泉 3ウ 古 ) 1西村
5 日向小 泉 4号古 : 古墳 小泉字寺住平
5 Hr詞 /、 t5号古墳 古墳 ′、 t写蛇川原入
5 6 西寺畑主跡 仄寄rヘツ0モ i ′、 !字西寺畑
522 瑛鉾 漬跡 祢 年 ― 平 ; ′I、 字旗鉾

335 般冶山古墳 古墳 卜泉字鍛冶山
523 斐冶山遺跡 赤生 ′

Iヽ う詑 ユ鍛冶山
337 大道下遺跡 下生 ′、 二大道下

和合 漬跡 年 ～ 半 竪 小泉字和合
将 軍 塚 古増 古墳 小泉字和合

高田遺跡 古墳 。平安 ′卜うとと三高 田

長谷田遺跡 下生 /1ヽう3と 全長谷田
一厨 田古壻 吉墳 吉田字扇田

東村経塚 近 世 吉田字東村
387 448 原 田遺跡 平安 吉 田字原 田

424 072 須々貴城 跡 近 世 下之条字須々貴山
425 073 Sご

"″

催 汚 世 下室賀字 日向山

小泉条里水田跡遺跡 弥生～平安 小泉

之条条里水田跡遺跡 添 年 ～ 半 を 下之 条

泉 下 の城 跡 汗 世 下室賀字朝 日山
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第三章 遺跡の調査

第一節 遺跡の概要

中の沢遺跡は、千曲川左岸の長野県名勝天然記念物・半過岩鼻の所在する須々貴山系の西側の

谷に形成された段丘上に広がる遺跡である。周辺には滝ノ沢遺跡・駒場遺跡・下半過遺跡などが

知られているが、これまでに発掘調査が行われたことはなく、分布調査などにより上師器 。須恵

器の破片が表面採集されている。今回発掘調査した区域からは、平安時代の上師器・須恵器が出

土することが知られていた (上田市教委1977)。

一方、半過古墳群は半過岩鼻の周辺に所在する9基の古墳からなる古墳時代後期の古墳群であ

る。直下に千曲川を望む自然堤防上に位置する古墳もあり、長期間のうちに川が蛇行し、往古の

地形を変えている可能性も否めない。本格的な調査が行われた古墳はなく、すでに消滅 してし

まったものもあるが、出土遺物が確認できるものもある。

発掘調査は 2ヶ年にわたつて行われた。地理的条件及び用地買収の進捗度合いから、便宜的に

3つの調査区を設定した。平成18年度には次の 2ヶ 所を調査した。N区 (北区)はバイパス本線

となる部分で、 S区 (南区)は道路が通過する上半過集落への取付道路敷部分が主となる。N区

は東側に緩く傾斜する細長い区域で、北側の山から流れ込んだ土砂によつて遺構が密封されてお

り、古墳はこの上砂の下から発見された。住居跡が集中する区域があるが、土色土質が一様であ

り、平面プランがほとんど確認できなかったため、サブ トレンチを設定して土層断面から遺構検

出を行つた。 S区はN区 とは道路 (北沢)をはさんで隣接。耕作に伴 う削平が著しいうえ、遺構

面が浅いため平面プランがはっきりしない。検出面も数条の帯状の掘削で荒れている。平成 19年

度に発掘調査したE区 (東区)は取付道路となる部分で、小河川をはさんで S区 と隣接し、標高

もほぼ同じ区域である。

発掘調査の結果、中の沢遺跡では複数の時代にわたつて遺構・遺物を確認することができた。

半過古墳群を含めて、 1縄文時代、 2弥生時代、 3古墳時代、 4平安時代、 5中世以降に分けて

各時代を概観する。

1 縄文時代

縄文時代の遺物はそのほとんどが遺構に伴わず出土しているが、黒曜石を素材とする石鏃が多

量に出土したことに加え、石核、剥片、砕片も多く出上していることが目を引く。耕作や後世の

遺構や撹乱によつて縄文時代の遺構が破壊されてしまつた可能性も考えられよう。縄文時代の遺

構とした 1号土坑 (SK01)か らは、前期の上器が出土した。

土器は早期の押型文土器をはじめ、貝殻腹縁文を施した土器が出上している。前期は羽状縄文

系土器、諸磯系土器、中期は五領ヶ台式上器などが出土している。特に押型文土器の出土は、市
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第 3図 発掘調査区位置図
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域では菅平高原を除けば、大日ノ木遺跡 (長野県埋蔵文化財センター1999)で出土しているもの

の、これまでにほとんど類例がなく、特筆されよう。押型文土器は調査区の特定の部分から集中

して出上しており、付近に竪穴状遺構とした黒色土の落ち込みを検出した。大部分が調査区外に

あり、住居跡とは認定できなかったが、その可能性は否めないであろう。

石器は打製石鏃・石錐 。打製石斧・スクレイパー・石皿・磨石・敲き石・凹石などが出上して

いる。先にふれたが、黒曜石製の石鏃が68点検出されてお り、形態差から所属時期が異なるもの

と考えられる。また、時期不明の石器として報告した、旧石器時代に近い時代の所産と思われる

石器群があり、注意を要する。

2 弥生時代

千曲川流域では善光寺平や佐久平で弥生時代前期に比定される土器の出上が知られていたが、

近年、上田盆地周辺でもこうした土器の出土が報告されるようになり、良好な史料が蓄積されつ

つある。中の沢遺跡に近接する、半過岩鼻の東側の河岸段丘及び微高地一帯では、発掘調査等に

より弥生前期の水神平系土器や、共伴する在地の縄文を施文する土器が出土している。遺構は確

認されなかつたが、今回の発掘調査でも条痕文系土器や縄文施文の上器の破片が出上し、この一

帯が弥生前期の人々の活動範囲であつたことが推定される。また、前期同様に上田盆地では出土

例の少ない、中期の栗林式上器と推定される破片も出土しており、注目される。後期 。箱清水式

土器の時期は、遺構は土坑 1基が検出された。遺物は土器・石器のほか、壺の口縁部破片を転用

した土製円板が出土した。また、遺構に伴わないため、所属時期は限定できないものの、石包丁

が 1点出土している。

3 古墳時代

弥生時代終末～古墳時代初頭の遺構は住居跡を 1軒検出している。南東部から地床炉が検出さ

れている。遺物は覆土からの出土がほとんどであるが、器形を復元できる個体の出上が多い。

古墳時代後期の遺構は竪穴住居跡が 1軒と古墳 4基が確認されている。道路予定地であり、帯

状の調査区だつたため、集落全域の形状は明らかではないが、直線距離にして17mと 、古墳にか

なり近接して住居跡が作られていることが分かる。竪穴住居跡は東壁にカマ ドが確認されてお

り、平面形はほぼ方形を呈するものと思われる。遺物は土器・石器が出上している。土器組成は

土師器が中心となるが、一定量の須恵器もみられる。

また、所属時期は限定し得ないが、 1号古墳前庭部からミニチュア土器も出土している。

発掘調査した 3基の古墳 (1～ 3号古墳 (SM01～ 03))は出土遺物から古墳時代終末期 (7世

紀代)の ものと思われる。特に 2号古墳は一部に天丼石の欠失がみられるものの、大きな盗掘は

受けていないものと考えられ、人骨と副葬品 (ガラス小玉、耳環、短刀、鉄鏃、刀子、須恵器な

ど)が出土した。 1号古墳と3号古墳は天丼部付近を失つているが、人骨や副葬品が検出される
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など、遺存状態はほば良好であった。 3基 とも周辺の古墳では出土例が多い直刀が見られず、盗

掘を受けているとすれば、特定の遺物を選んで持ち去った可能性も考えられる。人骨は少なくと

も 1号古墳 3体、 2号古墳 5体、 3号古墳 5体の13体分が確認された。石室内の 2点の須恵器は

7世紀第 3四半期に位置付けられる、東海系のフラスコ形瓶である。なお、周知の古墳の位置や

名称に少なからず醜解がみられるため、以下にその状況と当方の見解を示したい。

上田市文化財分布地図 (上田市教育委員会1996)には、工事計画地内に中の沢 1号古墳 (半過

古墳群 6号墳)と 同 2号古墳 (同 7号墳)の所在が記録されている。当該地は宅地で、両古墳と

も「全壊」と記録され、事前の現地踏査の際には、墳丘と考えられるような土盛や、石室が露呈

しているような状況は見られなかった。

一方、『上田市の原始・古代文化 埋蔵文化財分布調査報告書』 (上田市教育委員会1977)に
は、半過古墳群 6～ 8号墳について、円墳で横穴式石室であること、そして次のような記述があ

る。

「6・ 7・ 8号墳は、上半過の公会堂南方の道を舌状台地の東側にとって、100mほ ど登る

と、 6号墳が宅地内にあり、玄室の一部を残している。また、 7・ 8号墳は、直刀・鍔などを出

土したが、全壊して天丼石の一部を残している。」 (傍点部のみ改変、他は原文のまま)

まず 「6号墳」についての記述から検証してみたい。現地踏査の際に上記宅地の所有者に聞き

取りを行ったところ、かつて宅地内に古墳が所在したことを確認した。倉庫用の地下室を掘つた

ところ、石の囲いを見つけたといい、その際に出土したという直刀などを実見した。発掘調査の

際に、土地所有者の教示に基づく地点を掘削したところ、古墳の残骸 と推定される痕跡を発見し

た。石材は全く残つていなかったが、周溝とも思われる遺構を検出した。しかし、「玄室の一部

を残 している」という記述 とは一致せず、ただちにこれを「6号墳」 としてよいものか不安が

残つた。一方、 「7・ 8号墳」は 「直刀・鍔などを出上したが、全壊 して天丼石の一部を残 して

いる」とされているものの、所在位置については明確に記録されていない。また、 7・ 8号墳が

「全壊して天丼石の一部を残 している」という記述は、発据調査時の 3基の検出状況と全く合致

しない。『報告書』の記録が正確なものであるかどうか、若干の不安が残る。

次に長野県教育委員会が作成 した埋蔵文化財包蔵地調査カー ドの記載事項を検証 してみたい。

中の沢 1号及び 2号古墳に関する記録は第 2表のとおりであり、中の沢 1号古墳については、ま

さに現地調査で得た情報と一致する。これを根拠に中の沢 1号古墳の位置を確定させると、中の

沢 2号古墳は今回発掘調査した 1号古墳 (SM01)の場所とほぼ一致し、上田市文化財分布地図に

記された位置ともほぼ一致する。

発掘した 3基の古墳については、上田市文化財分布図及び埋蔵文化財包蔵地調査カー ドに記録

された情報から、 1号古墳 (SM01)を 中の沢 2号古墳に比定し、 2号古墳 (SM02)、 3号古墳
(SM03)は新発見の古墳として扱い、それぞれ、半過古墳群10号墳、■号墳の名称を与えた。 ま

た、古墳の残骸 (4号古墳 (SM04))については、これを中の沢 1号古墳に比定した。ただし、
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本報告書では、発掘調査をした古墳については、現場で付した 1～ 4号古墳 (SM01～ 04)と いう

名称をそのまま用い、必要に応じて別称を併記している。

なお、第 2表に上国市文化財分布図及び『上田市の原始 D古代文化』、長野県埋蔵文化財包蔵

地調査カー ドに記された記録のうち、半過古墳群に関連する部分を抜粋して掲載した。これらの

飢解については、引き続き検証していきたいと考えている。

4 平安時代

平安時代の住居跡は3軒確認された。竪穴住居跡にはカマ ドが設置されており、その平面形は

ほぼ方形を呈すると推定される。遺物は土器・陶器
。石器および石製品が出土している。上器・

陶器は土師器・須恵器 。灰釉陶器が出上している。墨書土器は確認できなかつた、

また、遺物から時期決定ができなかつたものの、製錬炉を 1基検出した。千山市の清水製鉄遺

跡等で出土した平安時代の製錬炉と形態が酷似するため、本遺跡の事例も、概ねその時期を与え

てよいものと判断した。

5 中世以降

中世以降の遺構、遺物は次のとおりである。

E区の第20号土坑から、内耳土器が出土している。また、これに近接して検出された 3基の集

石遺構は、明確に遺物を伴わないために時期決定はできないが、人為的に割った石を集積した遺

構である。試掘調査の際にその一部を検出し、半過古墳群で使用されている石材 (ひん岩)と酷

似していたため、古墳の可能性を考えて調査を行つた。破壊された古墳である可能性も踏まえ、

慎重に調査を行つたが、石室の痕跡が認められず、遺物も伴わないため、集石遺構とした。その

性格は全く不明である。
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第二節 基本土層

北区 (N区)は傾斜地であり、北側の山から流入したと思われる土砂が厚く堆積していた。調

査区北西隅において土層観察を行い、柱状図を作成した (第 5図)。 20cm程度厚さで耕作土が存

在し、直下にはにぶい褐色土が35cm程度の層厚で認められる。その下部には、褐色土が25cm程度

存在し、黄褐色上の地山となる。遺構は褐色土層中から掘 り込まれており、遺構覆土も褐色で土

質に大きな違いがなく、遺構検出は難航を極めた。

南区 (S区)は緩斜面であり、畑作にともなう削平が著しく、耕作上の直下が黄褐色上の地山

となる。

東区 (E区)も S区同様に傾斜地であり、かつては畑や建物が建てられていたため、地下の撹

乱が著しいと予想 したが、厚い盛上がみられ、遺構が保存されていた。調査区南東隅において土

層観察を行い、柱状図を作成 した (第 5図 )。 30cm程度の厚さで耕作土が存在し、直下には暗褐

色土が20cm程度の層厚で認められる。その下部には、黒褐色上が15cm程度存在し、暗褐色上の地

山となる。遺構は黒褐色土層中から掘り込まれており、遺構覆土は黒色土であった。

第二節 遺構と遺物

中の沢遺跡・半過古墳群の遺構の検出状況について述べたい。

まず、北区 (N区)であるが、遺構検出作業により、北西部に竪穴住居跡の集中箇所を確認 し

た。しかし、傾斜地であり、検出面が安定していないことから、遺構の切 り合いの判別は検出面

からは難 しかつたため、サブ トレンチを設定して、土層断面から確認作業を行つた。また、住居

跡集中箇所の北側は山の斜面が迫 り、南側は水路に接しており、一段低くなってりんご畑となつ

ていたため、法面崩壊等の危険が伴 うことから、比較的早い段階で遺構の全検出を断念せざるを

得なかった。

南区 (S区)は りんご畑として利用されていた場所で、耕作による削平が著しいうえに、遺構

が浅いため、平面プランを明確に検出することはできなかった。耕作による帯状の掘削痕がみ ら

れ、これにより遺構が破壊されたものと思われる。

東区 (E区)はかつて畑として利用されていた場所であるが、建物があった部分もあり、これ

による撹乱が予想されたが、盛土がされたことにより、比較的地下の状況は良好であつた。ただ

し、もともとは傾斜地で、石垣を築いて平坦地を造ってお り、調査区北側はその際の削平と盛 土

により、遺構は破壊されていた。

半過古墳群は4基を検出したが、どの古墳も墳丘の状況を確認することができなかつた。表 土

剥ぎの過程では墳丘を構築しているはずの上砂は確認できず、色や堅さの違いもなく、版築の判

別はできなかった。
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第 4図  中の沢遺跡・半過古墳群の位置

基本土層図
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※名称は第 1表を参照のこと

1層 :耕作土

2層 :にぶい褐色土

3層 :褐色土

4層 :黄褐色土 (地山 )

5層 :暗褐色土

6層 :黒褐色土

7層 :暗褐色土 (地山)
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第 5図
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第 6図 北区 (N区 )遺構全体図

第フ図 南区 (S区 )遺構全体図
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時 期

(遺 物〉

1 堅穴住居跡 日竪穴状遺構

竪穴住居跡及び住居跡と認定できない竪穴状遺構は弥生時代後期終末～古墳時代前期初頭 1

基、古墳時代 3基、平安時代 3基、時期不明 3基の計H基を検出した。炉、カマ ド、柱穴などの

付属施設が検出できなかったものを堅穴状遺構として扱った。            |

1号竪穴住居跡 (SB01)

(遺 構)(第 9図 )

検 出  N区 の北西部、Af03、 Ag02・ 03グ リッドに位置する。東側を平安時代の 2号住居跡

構  造

により破壊されている。また、同じく東側で 3号住居跡を破壊し、南側で 4号住居跡

を破壊している。つごう3軒の住居跡と重複 している。

南側部分のプランが確認できなかったため、平面形状は方形を呈するものと考えら

れる。床面規模は一辺6.Om程度と推定され、軸方向はN-16° 一W。 北壁にカマ ドが

存在する。カマ ドに接して貯蔵穴と推定されるピントが 2基、柱穴と推定されるピッ

トが 2基、その他のピントは 4基を検出した。周溝は確認できなかった。

北壁に接してカマ ドが存在し、袖石と粘土で構築されている。内部には焼上が堆積

し、袖石が抜かれた状態で周辺から検出された。煙道は確認できなかつた。

9～ 10世紀

(第 10、 11図 )

完形品は少ないが、土師器の鉢や甕が多数検出されている。

2号竪穴住居跡 (SB02)

(遺 構)(第 12図 )

検 出  N区 の北西部、Ah02・ 03 Aj02・ 03グ リンドに位置する。遺構の大部分が 3号住居

跡と重複し、 1号住居跡の東側を破壊している。

構 造  平面プラン、床面ともに一部分しか確認できなかったため、平面形状は不明であ

る。貯蔵穴と推定されるピットが 1基、柱穴と推定されるピットを 1基検出した。周

溝は確認できなかった。

カマ ドが北壁に存在する。袖石と粘上で構築されている。残存度は比較的良好で、

内部には焼土が堆積し、後半部の袖石と蓋石が残存していた。支柱石が抜かれた痕跡

が見られる。煙道は確認できなかった。

時 期  9～ 10世紀

(遺 物)(第 13図 )

遺 物  出土遺物は少なく、図化できたものは第14図に掲載 した黒色土器 Bのイと、甕のみ

である。

3号竪穴住居跡 (SB03)
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(遺 構)(第 14図 )

検 出  N区 の北西部、Ag03～ 05、 Ah03～ 05、 Ai02～ 04、 Aj02～ 04グ リッドに位置する。遺

構上部で平安時代の 1号及び 2号住居跡と重複するが、床面全面が堅緻であつたこと

もあり、平面プランは良好に確認できた。ただし、南側が調査区外に所在し、南東隅

を6号土坑により失っている。

構 造  平面形状は方形を呈する。床面規模は長辺約7.5m、 短辺は地床炉が住居の中央ラ

イン上に存在すると仮定すれば6.Om程 と推定される。軸方向はN-89° 一E。 貼床が

され、床面は硬く締まつている。竪穴内にピントを 3基検出し、うち 2基は柱穴と思

われる。竪穴の外 (東側)に ピントを 1基検出したが、住居に関連する柱穴の可能性

もあろう。周溝は確認できなかった。

地床炉が 1基存在する。住居跡の中央東よりに位置 し、長径40cm程 の不定形を呈

し、掘り込みはやや浅めである。火床赤変部の周辺に縁石は検出されていない。周囲

の床面上に炭化材の散布がみられた。

時 期  出土品から弥生時代後期終末～古墳時代前期初頭の遺構と推定される。

(遺 物)(第 15、 16図 )

床面直上からの出土遺物はないが、覆土から遺物が出土している。完成品はない

が、原形を復元できる土器の出土が多い。赤色塗彩を施すもの (15-2, 3)と 器形

が既に古墳時代の様相を有するが櫛描文が施文されるもの (16-3)な どがあり、ま

た、北陸地域の影響と見られる甕 (15-8, 9)と 壺 (16-2)の 破片が出上してお

り、古墳時代初頭の時期を与えられるものと判断した。多様な器種のセットを有する

住居跡である。

4号竪穴住居跡 (SB04)

(遺 構)(第 17図 )

検 出  N区 の北西部、Ae04・ 05、 Af04・ 05、 Ag04・ 05グ リッドに位置する。遺構の南側を

攪乱を受けて失つている。北側の遺構上部が平安時代の 1号住居跡と重複するが、壁

面は脆弱であり、 1号住居跡により破壊されていたが、平面プランは確認できた。

構 造  平面形状は方形を呈すると推定され、床面規模は一辺5.5m程度と推定され、軸方

向はN-67°― E。 貼床がされ、床面は硬く締まつている。完形土器を伴 うピット1

基検出している。柱穴は検出できなかつた。周溝は確認できなかつた。

東壁にカマ ドが存在し、袖石と粘土で構築されている。内部には焼土が堆積 し、焚

日付近から丸底の鉢を検出した。煙道は確認できなかつた。また、カマ ド北側にピッ

トを 1基検出した。ここからは一穴の甑と須恵器のイが出土した。

時 期  古墳時代後期

(遺 物)(第 18、 19、 20図 )
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床面直上からの出土遺物はカマ ド北側のピットから土師器の甑 (18-5)と 須恵器

の不 (18-2)、 カマ ドの袖石の脇から土師器 (19-■ )が出上している。覆土から

も多くの上器が出土している。

5号竪穴状遺構 (SB05)

(遺 構)(第 21図 )

検 出  N区 の北西部、A101・ 02、 Aj01・ 02、 Ak02グ リッドに位置する。 5号土坑 (SK05)
により、一部を破壊されている。

構 造  遺構の大部分は調査区外に存在すると推定され、平面形状は不明である。遺物や付
属施設が検出されなかったため、竪穴状遺構とした。

時 期  遺物が出土していないため時期は不明である。
6号竪穴状遺構 (SB06)

(遺 構)(第 21図 )

検 出  N区 の北西部、Ak00～ 02グ リンドに位置する。
構 造  遺構の大部分は調査区外に存在するため、平面形状は不明である。遺物や付属施設

が検出されなかったため、竪穴状遺構とした。なお、 5号竪穴状遺構により、破壊 さ

れている。

時 期  遺物が出上していないため時期の限定ができないが、この遺構周辺から押型文土器
の破片や、黒曜石の破片が集中して出土しており、関連があるのかもしれない。

7号竪穴住居跡 (SB07)

(遺 構)(第 22図 )

検 出  S区 の南東部、Db15・ 16、 Dc15。 16グ リンドに位置する。東側部分が耕作等で攪乱
されている。他の遺構との重複はない。

構 造  平面形状は方形を呈すると推定され、床面規模は一辺約4.Om。 床面は硬く締まつ

ている。ピットは 5基を検出したが、うち 1基は柱穴と推定される。周溝は確認でき

なかった。カマ ドあるいは炉は確認できなかった。

時 期  9～ 10世紀

(遺 物)(第 22図 )

遺 物  床面直上から須恵器の椀蓋が 1点、覆土から数点の上師器片が出土している。

8号竪穴住居跡 (SB08)

(遺 構)(第 23図 )

検 出  S区 の中央部、Da13・ 14グ リンドに位置する。他の遺構との重複はない。
構 造  平面形状は方形を呈すると推定され、床面規模は一辺約 3mのやや小ぶりの住居跡

と思われる。床面は不明確であった。ピットは4基を検出したがうち 1基は柱穴、 1
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基は貯蔵穴と推定される。西壁に周溝とも推定される溝状遺構を検出した。カマ ドあ

るいは炉は確認できなかつた。

時 期  覆土から僅かな量の上器片が出上している。全て小片であるが、平安時代の上師

器・須恵器片がほとんどである。

9号竪穴住居跡 (SB09)

(遺 構)(第 24図 )

検 出  S区 の中央部、Aw13、 Ax13グ リッドに位置する。平成 17年度に行つた試掘調査の際

に、 1号 トレンチにより検出された遺構である。平面プランは南側の大部分を既に

失つている。他の遺構との重複はない。

構 造  住居跡の隅と推定される部分を検出したが、床面は不明確で規模は不明。貯蔵穴の

可能性があるピット1基を検出した。周溝は確認できなかつた。カマ ドあるいは炉は

確認できなかった。

時 期  出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

(遺 物)(第 25図 )

試掘調査の際に出土した土師器の甕 (25-1)と 壺 (25-2)が 、器形復元が可能

である。

10号竪穴住居跡 (SB10)

(遺 構〉 (第26図 )

検 出  S区 の北西部、Ar13、 As13グ リッドに位置する。遺構は北側の大部分を既に失つて

いる。他の遺構との重複はない。

構 造  平面形状は方形を呈すると推定され、床面規模は一辺約4.5m。 床面は不明確で

あった。ピットは検出できなかったが、南東隅に周溝を確認した。カマ ドあるいは炉

は確認できなかつた。

時 期  出土遺物から古墳時代と考えられる。

(遺 物〉 図化し得なかったが、同一個体と推定される甕の小片がまとまつて出上している。
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1:黒色上
2:暗褐色土
3:黒色土 (炭化物混じる)
4:焼土
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第 9図  1号住居跡実測図
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第10図  1号住居跡出土遺物 (1)
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第12図  2号住居跡実測図
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第13図  2号住居跡出土遺物
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第21図  6号堅穴状遺構実測図
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2 上坑

発掘調査区から合計23基の上坑を検出しているが、ここでは、紙幅の関係もあり、所属時期の

判明する土坑のみを報告することをご容赦願いたい。

1号土坑 (SK01)

(遺 構)(第 27図 )

検 出  N区 の北西部Ab03、 Ac03グ リッドに位置する。

構 造  平面形状は方形に近い。底面付近から人頭大の石を 1点検出した。

時 期  底面付近から縄文時代前期の比較的大きな破片が出上した。また、土坑内からも前

期の上器が多数出土していることから、縄文時代前期の遺構であると判断した。

(遺 物)(第 27図 )

遺 物  底面直上から縄文施文の繊維土器が 1点 (27-1)、 覆土から数点の前期の土器の

ほか、石器 (27-5～ 7)が出上している (27-2～ 4)。

22号土坑 (SK22)

(遺 構)(第 28図 )

検 出  E区 の南東部、Fm02、 Fn02グ リンドに位置する。

構 造  平面形状は精円形を呈する。土坑内から石が検出されたが、遺構に伴 うものかは不

明。

時 期  遺構内から縄文時代の黒曜石製の鏃が 4点ほか、石器が 1点、赤色チャー トが 1点

出土した。上器は細片が検出されたが、時期を限定しうるものではない。

(遺 物〉 (第 28、 57図 )

遺 物  出上した 4点の石鏃 (57-4～ 7)は形態差があり、時間的な幅のある遺物群であ

るかもしれないが、遺構は縄文時代の所産であると考える。

3号土坑 (SK03)

(遺 構)(第 29図 )

検 出  N区 の北西部、Af03グ リッドに位置する。

構 造  平面形状は円形を呈するものと推定される。一部が調査範囲外にあり、全容は明 ら

かではない。

時 期  底面付近から弥生時代後期に属すると思われる壺蓋が 1点検出されたことから、こ

の時期を与えてもよろしいかと思われる。

(遺 物)(第 29図 )

遺 物  出土した壺蓋 (29-3)は 、赤色塗彩がされ、内外面ともに丁寧に磨かれている。

20号土坑 (SK20)

(遺 構)(第 30図 )

検 出 S区の北西都、Ek12グ リンドに位置する。
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構 造

時 期

平面形状はだ円形を呈するものと推定される。一部が調査範囲外にあり、全容は明

らかではない。

底面付近から中世の内耳土器が出上したことから、 15世紀後半～ 16世紀初頭の

所産であると考えた。

(遺 物〉 (第 30図 )

遺 物  出土した内耳土器は (30-1)は、やや浅めのものである。

3 古墳

事前の試掘調査で、古墳の石室と考えられる石積みを確認 していたため、当初は古墳 1基の存

在を想定して調査区内の表土を剥がした。20cm程度の表上の下に石積みが見え始めたため、最も

西側に検出した古墳から順に 1号～ 4号の番号を付した。以降の作業は入力で行ったが、墳丘の

検出作業は上の色や硬さの識別に困難を極め、 3基とも墳丘を検出することができなかつた。た

だし、 2号古墳においてその構築材と考えられるシル ト質の黄褐色上を一部検出した。周囲の埋

土との色の差異は認められなかったが、若干堅緻な感じを受けた。

それぞれの古墳は遺存状態が異なる。特に 1号及び 3号古墳は天丼石のほとんどを失つてお

り、石室内に充填している土はほぼ単一である。何かしらの理由で石室が天丼部を失つた後、一

気に埋没したような感 じを受ける。付近を宅地として造成 した際に盛られた上なのかもしれな

い。

2号古墳から出土した 2点のフラスコ型瓶に7世紀第 3四半期の年代を与えられることから、

追葬という行為を考慮しても、古墳が営まれた時期はほぼ同じ頃であろうと推定される。周辺で

周知されている古墳の石室と比較した場合、その形態等からも古墳時代終末期のものとしてよい

のではないか。

1～ 3号古墳からは人骨と副葬品が出上したが、 2号及び 3号古墳からは多量の人骨と金属

器、ガラス小玉等が出上した。人骨の鑑定結果からは各古墳で複数の埋葬が認められ、特に2号

古墳では木棺の痕跡と納められた遺体の骨が明瞭に確認されるなど、良好な残存状態を示してい

た。 3号古墳では特定の場所から頭骸骨が複数見つかるなど、集骨されたことも観察される。後

世の人間の仕業ではないならば、追葬時に古い遺骸を片付けたようすを窺うことができよう。

ただし、その一方で完形土器の点数が少なく、石室内の出土品で図化できたものはごく僅かで

ある。また、金属器であるが、鉄鏃や鉄製刀子は多く見られるものの、 2号古墳で短刀が 1点出

上したが、直刀が見られず、やや物足りなさを感じる。勾玉や管玉といった遺物も皆無で、大き

な盗掘は受けていないものの、一部の遺物を選んで持ち出した可能性も考えなければならないだ

ろう。また、 2号古墳のフラスコ形瓶のうち、完形ではなかった 1個体の日縁部破片は、石室内

では発見されていない。この須恵器が原位置を保つていないことは明らかである。これらの事象

から、後世に何らかの手が入つた可能性も否定できまい。
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以下、それぞれの古墳について記述する。なお、側壁等の右、左の表現は開口部から奥壁に向

かって右・左とした。

(1)古墳時代後期

1号古墳 (SM01)

先に述べた理由により、この古墳を中の沢 2号古墳 (半過古墳群 7号墳)に比定した。

(遺 構)(第 32～ 35図 )

検 出  N区 の中央部、Ak01～ 03、 A100～ 03、 Am00～ 03、 An01・ 02グ リンドに位置し、検出

された 3基の古墳のうち最も西側に位置する。他の遺構との重複はない。当初は周溝

の存在を予想 して調査を行つたが、サブ トレンチを設定して調査 したものの、確認は

できなかった。古墳の南側に古墳の構築材と推定される石材を集積 したものが所在す

るが、畑の造成の際に出上した石材を上留めとして積み上げたものと考えた。

構 造  検出状況から判断すると、直径7m程の円墳であると推定される。横穴式石室であ

り、石室の全長は3.2mの若干小ぶりなものである。主軸方向はN-25° 一Wで、開口

部は南方向にある。検出時には石室の天丼部付近をはじめ、墳丘のほとんどを失つて

おり、石室の内部には流れ込みと思われる上が充填していた。石材は岩鼻付近で産す

る、白つぽいひん岩を使用している。このひん岩は、石英・角閃石、閃緑岩の捕獲岩

を含むことを特徴とする。ただし、風化・変質が著しく、もろくなっているものがほ

とんどであった。

玄室の平面形は長方形で、幅は奥壁側 1.5m、 玄門側は1.Omを沢1る。長さは右 TRll壁

2.4m、 左側壁2.3mを測る。天丼石を失つているため高さは不明であるが、奥壁の遺

存高は1,Om程で、本来の規模を示すものではない。

奥壁は幅0.8m程度の石を複数用いて構築されていたものと推定され、現状は 2段

が残存し、隙間なく積まれていた。側壁の石材は、右は 1段のみが残 り、奥壁付近で

は 2段目を残す。左も 1段を残すのみだが、部分的に 2段 日、 3段 目を残している。

大きさは均―でないが、平坦な面を内側にして横積みにしている。左側壁の現状から

3段目までは幅0.5～ 1.Om程度の比較的幅のある石材が用いられたことが窺える。裏

込石がほとんど認められず、特異な感を受ける。左側壁には明確な袖を有し、一方、

右側壁は羨道まで一直線に形成されているようにも見たが、左袖の正反対の位置に立

石が認められるため、両袖と考えた。玄室の床面は大小の円礫を敷き詰めている。

羨道は右が0.6m、 左が1.4m、 幅は1.Omを測る。玄室が小ぶ りだつたせいか、羨

道もごく短い。左右の側壁とも 1段 目が残 り、一部で 2段 目の石材が確認できる。玄

室同様、平坦な面を内側にして横積みにしているが、左側壁端部は小日を内側にして

並べた石材が認められ、これが墳丘の裾石に繁がっていくことから、ここを端部すな

わち羨道日と考えた。右側は破壊が著しく判然としない。羨道 と玄室の境界には梱石
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が見られる。羨道には石が敷かれていた。閉塞石は明確ではなかった。

前底部には玉石等は敷かれていなかった。

1号古墳の開口部南方に、古墳の構築材と同じ石材を石垣状に積み重ねたものがあ

り、おそらく古墳が廃絶された後に詰まれたものであることは、前述のとお りであ

る。側壁と思われるものの他、閉塞石とも推定できる拳～人頭大の礫がみられ、 1号

古墳の石材であった可能性が認められる。

時 期  玄室から出土した土師器から2号古墳の時期よりもやや古いものとし、古墳時代後
期と半J断 した。

(遺 物)(第 36図 )

玄 室 耳乗 1点 (36-1)、 鉄鏃 7点、土師器イ 1点 (36-3)、 人骨
羨 道 なし

墳 丘 須恵器甕破片 (36-4～ 6)

その他  開日部前方からミニチュア土器 (36-2)が出土している。
人骨は少なくとも3体分が出上している。 2体が壮年で、 1体は小児の骨と鑑定さ

れた。人骨及び遺物は北西隅から集中して出土している。耳環の周囲では人歯が 1体

分程度検出されているが、これらがただちに元位置を保つているものとは判断できな

い。人骨の検出状況をみても、集骨されたことが窺え、鉄鏃も含めて、追葬に伴 う片

付け、あるいは盗掘などで移動しているものと考えられる。耳環は今回出土した 7点

の中でも大きく、やや肉厚な印象を受けるものである。鉄鏃は茎部の数等から推定す

ると、 7本以上はあると判断した。出土状態は先端部の方向が一定ではなく、図イ監し

えなかったが、交差した鉄鏃が銹化 し癒着しており、原位置を失っているものと判断

した。

2号古墳 (SM02)

今回検出した古墳の中では、もつとも良好な遺存状態を示すものである。未周知の古墳であ

り、半過古墳群10号墳として新たに登録した。

(遺 構)(第 37～40図 )

検 出  N区 の中央部、Aq01・ 02、 Ar01・ 02グ リンドに位置し、検出された 3基の古墳の う
ち中央に位置する。他の遺構との重複はない。周構は検出できなかった。なお、玄室

内で木棺の痕跡を確認し、鉄製釘が 2点出土した。木質部は遺存していなかったが、

土色が明確に異なつており、内から1体分と推定される人骨が出土した。

構 造  羨道の入口付近から左右に残る裾石が円弧を描くことから、直径 7m程の円墳で

あつたことが推定できる。横穴式石室で、石室の全長は5.Omを測る。主軸方向は N
-17° 一Wで、開口部は南方向にある。検出時には墳頂部を失い、玄室北側半分程度

の天丼石を失っており、石室の内部には流れ込みと思われる土が充填していた。石材
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(土層図作成ライン)
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第33図  1号古墳石室実測図
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時 期

(遺 物)

玄室内

は付近で採集できるひん岩を使用している。

玄室の平面形は長方形で、幅は奥壁側 1.lm、 玄門側は1.Omを測る。長さは右側壁

2.8m、 左側壁3,Omを測る。天丼石を失つているが、奥壁の遺存高は1.4m程で、右

側壁の遺存高も1.5m程であることから、本来の高さもこの程度であったと考える。

奥壁は幅0.8m程度の石を複数用いて構築されていたものと推定され、現状は4段

目の一部が残存していた。右側の石材が 2段 目から欠失しており、盗掘坑である可能

性も認められる。側壁の石材は、右は4段までが残 り、左も3～ 4段を残しており、

遺存状態は良好である。大きさは均―でないが、平坦な面を内側にして横積みにして

いる。左側壁の現状から3段 目までは幅0.5～ 1.Om程度の比較的幅のある石材を用い

られたことが窺える。 1号墳同様に裏込石がほとんど認められず、特異な感を受け

る。天丼石と思われる石は大型の平石ではないが、側壁が内傾ぎみに積まれており、

部分的に 2段日、 3段 目を残 している。大きさは均―でないが、平坦な面を内側にし

て横積みにしている。両側壁の現状から3段目までは幅0.5～ 1,Om程度の比較的幅の

ある石材を用いられたことが窺える。両側壁に明確な袖を有する。床面は地山の上に

大小の円礫を敷き詰めている。

羨道は右が2.Om、 左が1.6m、 幅は0。 7mを測る。左右の側壁とも2段 目が残 り、

一部で 3段 目の石材が確認できる。玄室同様、平坦な面を内側にして横積みにしてい

るが、小日を内側にして並べた石材も認められる。羨道日は墳丘の裾石に繁がってお

り、特に左側の裾石が良好に残っている。羨道と玄室の境界には梱石が見られる。羨

道には石は敷かれていない。拳～人頭大の閉塞石が充填されていた。

玄室の南端部から検出されたフラスコ形瓶に 7世紀第 3四半期の時期を与えられる

ことから、古墳時代後期と推定される。

(第40～44図 )

耳環 4点 (44-1～ 4)、

鉄製品 (短刀 1点 (43-1)

2点 (42-1・ 2)、 土師器

羨道内 なし

ガラス小玉 (44-5～ 95。 完形91点、崩壊30点前後)、

、鉄鏃、刀子 (43-2～ 21))須恵器 (フ ラスコ形瓶 )

(不)2点 (41-1・ 2)、 人骨

発掘した 3基の古墳のうち、最も遺存状態の良好な遺構であり、遺物も最も多く検

出されている。玄室内の遺物はフラスコ形瓶 2点が袖石付近から出土し、刀子、鉄鏃

のほとんどが同様に袖石付近から出上している。短刀は木棺の痕跡の中央付近から出

上した。耳環 2点は玄室北側から2点が出土している。ガラス小玉が多量に出土して

お り、右奥隅からまとまって出土している。玉の色は青緑系のものが多数を占める

が、白が 5点認められる。風化して白色となったものか。大量に出上した鉄製品であ

るが、鉄鏃の刃先の向きに統一性はなく、埋葬時の位置を保つているとは言いがた
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い 。

耳環は 4点 と3基中、最も多く出上した。木棺に収められた遺骸の頭部や、集骨さ

れたもののうち、頭蓋骨が集中する区域とは逆となる、玄室の北側から2点が検出さ

れた。

人骨は少なくても5体分以上が検出されている。 うち 1体は木棺に収められた状態

のまま出土した。木棺の大きさは痕跡から45× 180cm程 と推定され、木棺内からは刀

子が出土している。遺骸は南側を頭として木棺の北側 4/5程 度に収められ、頭上に

40cIIl程の空間が見られる。埋葬時にはこの空間に何らかのものが入れられていた可能

性もあろう。歯牙の咬耗の度合いから、壮年と判断され、上腕骨等が華奢であること

から、女性と判断された。木棺の西側に集骨が見られ、頭蓋骨や歯が複数検出されて

おり、大臼歯の数から少なくても2体以上が片付けられているものと推定される。

なお、この古墳の背後が壇状に削平されており、壇の上には土坑が存在することか

ら、古い時代の造成と考えた。古墳と接しないように、壇の前面を掘り込んでおり、

古墳に伴 う何らかの遺構である可能性も認められる。

3号古墳 (SM03)

かつて建物があつた場所であり、墳丘はかなり破壊されているものと考えられるが、石室は比

較的良好な遺存状態を示し、多量の人骨を出上した。未周知の古墳であり、半過古墳群11号墳と

して新たに登録した。

(遺 構)(第 45～ 47図 )

検 出  N区 の東部、Au01・ 02グ リッドに位置し、検出された 3基の古墳のうち最も東側に

位置する。他の遺構との重複はない。周溝は検出できなかった。

構 造  羨道の入日付近から左右に残る裾石が円弧を描くことから、直径 7m程の円墳で

あったことが推定できる。横穴式石室で、石室の全長は3.6mを測る。主軸方向はN

-8°―Wで、開口部は南方向にある。検出時には石室の天丼部付近をはじめ、墳丘

のほとんどを失つており、石室の内部には流れ込みと思われる上が充填していた。石

材は付近で採集できるひん岩を使用している。

玄室の平面形は長方形で、幅は奥壁側 1.3m、 玄門側は1.2mを測る。長さは右側壁

2。 lm、 左側壁2.Omを測る。天丼石を失つているが、奥壁の遺存高は0,8m程で、本

来の玄室の高さではない。

奥壁は高さ0.8m程度の石を 2枚縦置きにして構築しており、他の 2基が同程度の

石材を横置きにして使用しているのとは趣を異にする。側壁の石材は、左右とも 1段

目が残り、一部に 2段目の石材が残る。大きさは均―でないが、平坦な面を内側にし

て積んでいる。右側壁は奥壁と同様に石材を縦置きにして壁としており、また、 1号

墳や 2号墳は裏込石がほとんど認められなかつたが、この古墳には明確に存在してい
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る。右側壁に石材の小口を内側に向けることで明確な袖を有するが、左には明確では

なく片袖と考えた。また、発掘した 3基のうち唯―であるが、向かつて左側に木棺を

上に置いたと考えられる台石が 2個設置されていた。このように、 3号墳には他の 2

基の石室とは異なる点が何点か認められる。床面は地山の上に大小の円礫を敷き詰め

ている。

羨道は右が1.7m、 左が1.5m、 幅は0,9mを測る。左右の側壁とも 1段目が残つて

いる。遺存状態の良い左側壁は、平坦な面を内側にして横積みにしている。羨道口は

墳丘の裾石に繋がっており、両側の裾石が良好に残つている。

羨道と玄室の境界には梱石が見られる。羨道には石は敷かれていない。閉塞石は明

確に確認できなかつた。

時 期  石室の形態の差異 2号古墳よりも若千新しいものと考えた。古墳時代後期と判断 し

た。

(遺 物)(第 48図 )

玄室内 耳環 2点 (48-3・ 4)、 ガラス小玉 (完形 37点 (48-5～ 41)、 半欠 1点)、 小

玉 1点 ((48-42)非 ガラス質)、 鉄製品 (木棺釘)2点 (48-1・ 2)、 人骨

羨道内 なし

比較的遺存状態の良好な遺構であるが、石室内から須恵器・土師器は検出されず、遺物の量 も

2号墳に比べると少ない。耳環は 2点とも玄室南側に片付けられた頭蓋骨周辺から出上したもの

である。遺骸に伴 う可能性は否定しないが、一方で、片付けにより元位置を失つているのも明 ら

かである。ガラス小玉が多量に出上しているが,ほ とんどがフルイによる検出で出上位置は限定

しえない。 3点はやや大ぶりの紺色の玉で、その他、グリーンタフを素材にしたと推定される小

玉が 1点出上している。鉄製品は玄室内から満遍なく検出されており、副葬時に何かしらに収納

されていたかどうかを知る手立てはない。

人骨は少なくとも 5体分が検出された。玄室の西側に木棺を置くための台石と推定される円形

平石が 2点検出された。 2号墳のように棺の痕跡はみられず、木棺葬であることを積極的に示す

状況ではないが、釘の出土と台石の存在はその可能性を肯定するものであろう。西側からは成人

1体分以上の歯牙が検出されており、少なくとも 2体の遺骸が検出されている。台石は可動性

で、古墳構築時に初めからあつたものかというと何ともいえない。また、検出された 2体の遺骸

のうち、最初に納骨された遺骸に伴 うものか、それとも次に納骨された遺骸のものかという点

は、台石の下から骨が検出されていないことを考慮すれば、 1体目に伴い設置され、そのまま 2

体目を納骨したということになろう。

一方、東側の遺骸周辺からは台石が検出されなかつた。こちらからは、歯牙数及び咬耗の度 合

いから壮年 2体 と、切歯 (未萌出永久歯)片から小児 1体を確認 した。玄室内で異なる埋葬方法

が見られるが、これが埋葬時期に関連するものなのか、今後の検討課題である。
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4号古墳跡 (SM04)

先に述べた理由により、この遺構を中の沢 1号古墳 (半過古墳群 6号墳)に比定した。

(遺 構)(写真図版24-3)

検 出  N区 の東部に位置し、 3号古墳の東側に位置する。土地所有者からかつて古墳が
あつたことを示された場所を掘 り下げたところ、周溝 と推定される遺構が検出され

た。石室の痕跡は石材の残久も含めて確認できなかった。また、この古墳と3号古墳

の中間地点に、コの字形で石棺状の石組みを検出した (写真図版25-1)。 長辺約

1.2m、 短辺約0,4mの大きさで、床面には玉石等は敷かれていなかった。 3・ 4号古

墳から等間隔の場所にあり、これら5つの遺構は何らかの規範のもとに造営されたこ

とがうかがえよう。小型の石組みについては、遺物や人骨などはなく、ただちに古墳

であるとは断定できない。しかし、位置関係等から古墳時代の遺構と考えたい。大方

のご教示をお願いする次第である。

(遺 物〉なし  (か つて鉄剣と鉄鏃が出土し、これらを実見した。 )

4 その他の遺構と遺物
1号製錬炉 (SF01)

(遺 構)(第 31図 )

検 出  北区 (N区)の北側・グリンドAg05に存在する。
構 造  現状の形状・規模は、長軸0.65mの精円形の炉本体から、幅0.3～0.45m、 長さ1.2
mの排滓溝が南に延びた 「おたまじゃくし形」を呈する。炉の深さは0.05mあ り、炉

内滓や炭化物、焼上が充填していた。周囲に柱穴、廃滓坑、炭窯等は確認できなかつ

た。

(遺 物)(写真図版35)

所属時期を決定付けるような土器片等は出土していないが、製錬関係遺物として、

フイゴの羽口2点 178g及び炉壁2,168g、 炉内滓2,874g、 流出滓4,260g、 鉄塊系

遺物1,450gを 検出した。また、炉内から炭化物 (木炭)が出土している。
フイゴの羽日 小さな破片ではあるものの、孔径が大きいため、製錬炉に用いたも
のと判断した。また、鉄津の付着と被熱によリー部溶解 して原形をとどめないが、送

風孔の痕跡がある羽日片が出上した。

炉 壁  出上した炉壁からは、炉がスサや小石の混じる粘上で構築されたことが推定され る
が、摩滅したものが多く、全形を復元しうる痕跡等は発見できなかった。鉄滓が付着

していない部分から計測できる厚さは1.8～2.5cmで ある。

鉄塊系遺物 (写真図版35-1)129点 (1,450g)が 出上している (第 7表 )。 出土

した鉄津のうち、マグネット式吸着器 (タ ジマ製ピックアップPuP M)で持ち上カミる
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ものを鉄塊系遺物とし、小型金属探知機 (KDS製 メタルチェッカーMR-50)を用い

てメタル度を沢J定 した。また、リング状の標準磁石を用いて磁着度を測定した。銹の

ため赤っぱく重量感があり、石や上が固着した表面にクラックが観察されるものが多

い 。

炉内滓 (写真35-2)63点 (2,874g)が 出土している。炭が付着して残存 しているものもあ

り、鉄製錬の方法を想定できる痕跡もみられる。

流出滓 (写真35-3) 576点 (4,260g)が 出上している。

時 期  土器が出土していないが、 1号住居跡 (平安時代)の覆土を掘り込んで造られてお

り、平安時代以降という時期を与えた。千曲川流域においては、清水製鉄遺跡 (千曲

市 10世 紀代)、 松原遺跡Ⅲ (長野市 10世 紀代の可能性)で所謂 「おたまじゃ
くし形」を呈する精錬炉が検出されており、関連がうかがえよう。

1号集石遺構 (SH01)

(遺 構)(第 8図 )

検 出  東区 (E区)の西側、Eh10～ 12、 Ei10～ 12、 Ej10～ 12グ リンドに存在する。試掘調
査の際に遺構の一部を検出し、石材が古墳と同様のひん岩であったため、調査開始時

には古墳と想定していた。検出を進めるにつれ、石室と想定される部分が見当たらな

いことや副葬品などの遺物が出土しなかったことから集石遺構とした。 E区では調査

区を縦断するように 3基の集石遺構を検出したが、本遺構は最も西側に位置する。遺

構上面に畑の潅水に利用されたと思われる塩ビ管が埋設され、一部でこれを原因とす

る攪乱が見られた。遺構の南側は調査区外にも存在すると推定され、宅地造成により

北東部分を失っているため、平面形は明確ではないが、円や方形の定形的な遺構では

ないと考えた。検出した範囲の最大幅は東西 6m程である。破壊された古墳である可

能性も考慮し、集石の外周にサブ トレンチを設定して調査したが、周溝は確認できな

かつた。

構 造  遺構を構成する石材はすべて同一の素材であり、白っぽいひん岩で、前述 した 1～
3号古墳に使用されている石材と同質である。大きさは一定ではないが、石室の素材

となりうるような50cm程度の角柱状のものから、拳大のものまで多様である。なお、

風化が著しく、亀裂が表面に見られる石材が多い。石材は角のあるもので、円礫は含

まれない。一部マウンド状に集積された部分も見られる。ピットなどの付属施設も確

認されなかった。

(遺 物 )

遺物は遺構に伴うものと判断可能な状態では検出されなかったが、平安時代の内黒

の郭片や黒曜石片、磨石が周囲から見つかつている。
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2号集石遺構 (SH02)

(遺 構)(第 8図 )

検 出  東区 (E区)の中央部、Ek15。 16、 El14～ 16グ リンドに存在する。 3基の集石遺構

のうち、本遺構は真ん中に位置する。調査区を縦断するように存在し、遺構の南部分

が調査区外に所在し、北側は宅地造成の際に失つているため、平面形は明確ではない

が、検出した部分は 6× 3m程度の規模を有し、きれいな帯状を呈する。

構 造  遺構を構成する石材はすべて同一の素材であり、白つぽいひん岩で、 1号集石遺構

の石材と同質、同様の形態である。 1号集石遺構に比べると石が集中する密度が低

く、マウンド状に集積された形跡も見られなかつた。円礫は含まれない。 ピットなど

の付属施設も確認されなかつた。

(遺 物)

遺物は出上していない。

3号集石遺構 (SH03)

(遺 構〉 (第 8図 )

検 出  東区 (E区)の東部、El16、 F100、 Fm00・ 01グ リンドに存在する。 3基の集石遺構

のうち、一番東側に位置する。調査区を縦断するように存在し、遺構の南側が調査区

外に所在し、北側は宅地造成の際に失つているため、平面形は明確ではないが、検出

した部分は 6× 3m程度の規模を有し、 2号集石遺構と同様に帯状を呈する。

構 造  遺構を構成する石材はすべて同一の素材であり、 1号及び 2号集石遺構の石材と同

質、同様の形態である。 2号集石遺構と同様、 1号集石遺構に比べると石が集中する

密度が低く、マウンド状に集積された形跡も見られなかつた。円礫は含まれない。

ピットなどの付属施設も確認されなかつた。遺構に接 して北側に トレンチを設定 し

て、集石の断面を観察したところ、地面を掘 り込んで石を投入したような痕跡は確認

できなかった。

(遺 物〉

遺物は出土していない。

5 包含層出上の遺物

中の沢遺跡はこれまで平安時代の遺跡と認識されていたが、今回の発掘調査で、弥生時代終末

～古墳時代初頭、古墳時代後期の住居跡が検出された。また、遺構はわずかしか検出されなかつ

たが、たくさんの縄文土器とそれに伴 うであろう黒曜石製の石器などが出上した。それにカロえ

て、わずかではあるが、弥生時代前期から中期、後期の土器、石器も出土するなど、非常に長期

間にわたる生活の痕跡が発見された。特に縄文時代早期の押型文土器や貝殻腹縁文を有する土

器、弥生時代中期の栗林式上器の出土は、旧市域では類例がほとんどなく、貴重な資料である。

-79-



この項では、遺構には伴わない遺物を時代ごとに報告したい。

(1)縄文時代 (第 49、 51～ 57図 )

縄文時代の遺物は土器、石器が出土している。

土器は早期の押型文土器の出上が目を引く。山形文や楕円文が施文され、樋沢式あるいは細久

保式の時期に位置付けられようか。 6号竪穴状遺構の周辺から集中して出上しており、遺構との

関連をうかがわせる。なお、第58図に時期不明の遺物として報告した石器も、同様の出土状態を

示しており、所属時期を考えるうえで興味深い。また、撚糸文が施文され、内面に条痕がみられ

る一群もあり、早期末頃の所産であろうか。

縄文時代前期の上器は比較的多く出土している。在地の羽状縄文系土器をはじめ、撚糸文が施

文されるものがある。量の多寡はあれ、胎土に繊維を含むものがほとんどである。また、前期後

葉の有尾式もみられる。

縄文時代中期の土器は、初頭の五領ヶ台式期から中葉のものがみられる。文様としては沈線を

用いるものが多く、また、器面に縄文を施文して、隆帯を貼付け、半栽竹管で刻みを入れるもの

も多く見られる。

石器は黒曜石製の鏃、 ドリル、スクレイパーなどのほか、石皿や敲石、磨石が多く出土してい

る。

(2)弥生時代 (第 50図 )

弥生時代前期に位置づけられる土器群の出土が目を引く。胎土から条痕文系土器の搬入品と推

定されるもの (50-2)や 、在地の縄文を施文する土器 (50-1)な とがみられる。中期前半の

所産と考えられる一群 (50-5～ 8)や、後半の栗林式上器の破片 (50-9。 10)も 出土した。
なお、日唇部に刻みをいれ、器面全体を条痕で仕上げる甕 (50-19)が 何点か出土しており、

注目される。

(3)時期不明の石器 (第 58図 )

包含層から出土した石器のうち、古手の様相をもつ一群をここで報告する。旧石器時代あるい

は縄文時代早期の石器と考えられるが、実見してご教示をいただいた研究者により見解に相違が

ある。そのため、本報告書では時期不明の石器として紹介し、大方のご教示を賜りたい。

石器の総数は 6点で、黒曜石製 5点、ガラス質安山岩製 1サ点である。N区の特定のグリッドか

ら出土しており、周辺からは押型文土器が多く出上している。第58図 -1は、両面調整の尖頭器

(ポイント)の残欠と思われるが、打点が残ることと剥離の状況から楔型石器に転用したとも考

えられる。 2はナイフ形石器の基部である可能性があるが、想定される刃部の大きさにやや難が

あり、スクレイパーと考えたほうがよいかもしれない。剥離面の風化の度合いは古いものと思わ

れる。その他の黒曜石製の石器は楔形石器と考えられる。ガラス質安山岩の 1点はスクレイパー

の用途が考えられるが、断定しかねる。

これらの所属時期については、今後も検討を重ねていきたいと考えている。
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第56図 包含層出止遺物実測図 一石器 (6)―  (S=刊 /刊 )
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第 3表 中の沢遺跡 H半過古墳群 土器観察表
図版
番号

地点名
土器

番号
器   種 残存

法量 (cm)
色調 外面整形 肉面整形 備   考

口径 底径 器高

SB01

カマ ド
ll 土師器 不 A 4 橙 査部回転糸切 り

長石を多く
含む

土師器 必 A 4 明赤裡 嵐部回転糸切 り 砂粒を含む

3B01④ 土師器 不 A 4 橙 哀部回転糸切り
石英・砂粒
を含む

l

カマ ド周辺
土師器 イ A 橙 妙泣を含む

土師器 郷 A 1
にぶい

黄橙
底部回転糸切 り
穿孔

石英・砂粒
を含む

０１

マ

ＳＢ

カ ド周辺
土師器 イ A 橙

雲母や長石
を多く含む

土師器 皿 A 橙
ロクロ整形 底部
回転糸切 り

赤色粒子を

含む

10-8
ド
０１

マ

ＳＢ

カ
土師器 皿 A 橙

長石・砂粒
を含む

SB01

カマ ド
1 土師器 皿 A 4.コ

明赤褐
色

砂粒を含む

10-10 土師器 娩 橙 ミ部回転糸切 り 少粒を含む

10-11
SB01
カマ ド

L 土師緊 盤 B
高台の
1/2

にぶい

黄橙
長石・砂粒
を含む

10-12
EF^ミル ト

(S801)
土師器 盤 B? 橙

ロクロ整形底部回
転糸切 り 貼付高
台

赤色粒子を
多く含む

10-13 黒色土器A 杯 A 4
にぶい

赤褐
衰部回転糸切り

石英・砂粒
を含む

10-14 SB01 黒色土器A 郷 A |こぶヤヽ

黄橙
底部回転糸切 り 砂粒を含む

10-15 SB01 l

灰紬陶器
(折戸53号

窯式 (0-
53))

皿 A 灰 白 緻密 な胎土

10-16

可―CD^ミル ト
天①
(SB01)

灰釉陶器

(0-53)
椀 灰 自

底部回転糸切りの

後回転ナデ 三日
月高台 施釉はつ
けがけ 高台貼付
調整がやや雑

直接重ね

焼きの痕
が残る
腰部回転
ヘラ削り

10-17 1 土師器 甕 D にぶい

黄橙
ロクロ調整 ハケ調整

砂粒 をわず
かに含む

10-18
SB01

カマ ド
1 土師器 甕B? にぶい

黄橙
底部周辺にヘラ削
り

粒
む
砂
含

石
多
長
を

10-19
SB01

カマ ド
土師器 甕 ? 3.I 橙

底部周辺にヘラ削
り

長石等混 じ

る

11-1

SB01

カマ ド
1 土師器

甕D
(北信
型甕)

橙
ロクロ整形のうえ
桐部以下ヘラ削り

ロクロ整
形のうえ

胴部以下
ハケ調整

砂粒 を含む

SB01

カマ ト
と 土師器

甕D
(北信
型甕)

橙
ロクロ整形のうえ
胴部以下ヘラ削り

ロクロ整
形のうえ
l同都以下
ハケ調整

不英 。長
石 ‐砂粒を

含む

土師器 甕 D 橙 ロクロ調整 ナデ
赤色粒子を
含む

-91-



I」ベルト③
(SB02)

黒色土器 B 椀 完形 6 1 里
い

黒色処理 底部回
転糸切 り 貼付高
台

黒色処理

長石粒を含
む 外面に
黒色タール

状の付着物
あり

土師器
甕C
(武蔵
型甕)

暗褐色 体部 ヘラ削り 長石・雲母
を含む

7'
弥生終末へ

土師器
高邦F

にぶい

橙

坪部 ヘラ削り
ミガキ  脚部
ツ`ヽ ラ削り

イ部
ラ削り
ミガキ

脚部
ケ

長石粒 。石

英粒を含む
ベンガラ塗
布痕あり

W9SB03 弥生終末～
土師器

片 口鉢
(鉢 A) 完形 7. 赤褐色

ヘラミガキ (赤
彩 )

ヘラミガ
キ (赤
彩 )

石英粒を多
く含む

弥生終末～

土師器

/1ヽ Z型

壷 ?
7(
明赤裾
色
ミガキ 赤彩

ハケ後ナ

ア

石英粒を含
LP

弥生終末～
土師器

鉢B3 5,〔
暗赤褐
色

ヘラミガキ 底部
ツヽ ラ削り

ヘラミガ
キ 黒色
処理

長石粒を多
く含む

15-5 弥生終末～
土師器

壺 A 橙

ヘラ削り  肩部
に櫛描文 (T宇文4
単位 )

ナデ

赤色粒子・

小石・石英
粒を多く含
む

15-6 弥生終末～
士師器

甕 C
(台付
甕 )

にぶヤ

橙
I同下半部ヘラ削り

胴中位及
び高台部
にハケ調
整

赤色粒子を
含む

弥生終末～
土師器

甕 赤褐 櫛描文
ナデ ロ
唇部に刻
み

赤色粒子・

雲母を含む

弥生終末～
土師器

壺 2.
|こぶい

赤褐色
ハケ整形後ナデ

ハケ整形
後ナデ

赤色粒子を
含む

N9SB03 弥生終末～
土師器

甕

弥生終末～

土師器
壷 ? 橙 ミガキ ミガキ

長石粒を多
く含む

弥生終末～
土師器

24.ィ 橙 櫛描文

ハケ整形
後 ミガ
キ

赤色粒子を
含む

SB04 E 土師器 郷 A3 にぶ�

橙
ヘラ削リ ナデ

ミガキ

(黒色処
理なし)

小石・赤色
粒子を含む

4 須恵器 然 完形 7.( 4.2 灰 白
ロクロ整形 底部
回転糸切り

自然釉 (口
縁～肩)

S304ラ臣 土師器 鉢 C 橙 ヘラ削り
黒色処理

凹凸著 し
い

赤色粒子を
含む

SB04ラウイマト
横 (北側)

土師器 鉢 B3 赤褐色
ナデ ヘラ削り
穿孔 1か所あり

ナデ ミ
ガキ

石英を多く
含む

SB04
)_1 土師器 甑 B 完 形

にぶし

黄橙

口縁～頸都ナデ
胴部ハケ整形

黒色処理
ミガキ

長石を多量
に含む

SB04東 土師器 壺 2.( 橙 ナ デ ナ デ
赤色粒子を
多く含む

SB04ラミ 土師器 壺F? 3〔
明赤褐
色
ナ デ ナデ

長石を多く
含む
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19-3 土師器 壷 A 赤褐色
輪積み成形の後ヘ

ラ削り

輪積み成
形の後ナ
デ

長石・雲母

を多量に含
む

19-4 土師器 壺 A
にぶい

橙

ヘラ削りの後ナデ

整形
ナデ整形

赤色粒を多
く含む

〕B04ラミ 土師器 甕 16 : 2'
明赤褐
色
ナ デ ナデ

長石を多く

含む

】B04N 土師器 甕 D
1こぶい

赤褐色
ヘラ削リ ナデ ナデ

長石を多く
含む

19-7 SB04ラ便 土師器 甕 E2 暗赤褐
色
ヘラ削リ ナデ ナデ

小石を多く
含む

土師器 甕E2
にぶい

赤褐色
ヘラ削り

ハケ成形

後ナデ
長石・小石
を多く含む

19-9 SB04 土師器 甕 A 赤褐色 ハケ成形 ナデ
ハケ成形
ナデ

小石・長石
を多く含む

19-10 SB04ラ更 土師器 甕 D 7( ヘラ削 り ナデ

19-11
SB04

カマ ド周辺
土師器 鉢A3 3/4 12.( 4

にぶい

黄橙

底部周辺にヘラ削
リ ナデか ?磨耗
著しい

ナデ
赤色の粒を

多く含む

19-12 土師器 甕 E2
暗赤褐
色
輪積み成形後ヘラ
削り

輪積み成
形後ナデ

長石・石英
を多く含む

SB04 S 5 土師器 甕 E2 完形 22.,
イこぶい

赤褐色
輪積み成形の後ヘ

ラ削リ  ナデ
輪積み成
形の後ナ
デ

長石を多く

含む

20-2 SB04 E 土師器 甕E2 17 〔暗褐色
輪積み成形後ヘラ
削り

綸積み成
杉後ハケ
ナデ

長石 を含む

20-3 SB04ラ臣 土師器 甕 E 3(
|こぶい

褐色
‐ラ削り ナデ

長石を多く
含む

SB045ミ 土師器 甕 E2 2.( 橙 ヘラ削り ナデ
黒雲母を多
く含む

20-5 SB04 E 土師器 甕E2 暗赤褐
色
ヘラ削 リ ナデ

輪積み成
形の後ナ
デ

長石・雲母
を多く含む

20-6 上自下器 甕 E2
にぶい

赤褐色

輪積み成形の後ヘ

ラ削 り 底部木葉
痕あり

輪積み成
形の後ナ

デ

長石を多量
に含む

20-7 3B04E 土師器
Ｅ

？

甕

２
5 5( 赤褐色

輪積み成形の後ヘ

ラ削 り 底部木葉
痕あり

輪積み成
形の後ハ

ケ調整

長石・石英
を多量に含
む

3B04N 土師器 甕 E 3 6〔 赤褐色
輪積み成形の後ヘ

ラ削り

輪積み成
形の後ナ
デ

長石・雲母
を多く含む

須恵器 郷蓋 B
つまみ接
点径26 灰 ロクロ整形

長石粒を含
む

Tr03 土師器 甕A 赤褐色 ハケ整形

25-2 117 Tr03 土師器 宝 黄橙 サ
ー
デ ナ デ

29-3 弥生後期 芸 赤 褐 赤色塗彩  ミガキ
口縁付近
ミガキ

長石を含む

36-2 SM01 S
ミニチュア

土器

ミ ニ

チ
ユ ァ

Ｅ

41
1こぶし

橙
ヘラ削 り

手捏ね痕
を残す

長石・石英
粒を含む
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36-3 SM01右 下 5
土師器
(黒色処理 )

高イ I

1
15 〔

7Z
(皿部 )

黄橙 ハ、ラ削り

ミガキ

(黒) 磨
耗により
ミガキは
痕跡程度

赤色粒子を
多く含む

SM02
P-3 土師器 不 C 完 形 丸底 3 1

にぶい

黄橙

ヘラ削り 口縁付
近ナデ

ナデ
小石等の混
入少ない

SM02
P-4 土師器 然 C 完形 9 丸底

イこぶい

黄橙

ヘラ削り 口縁付
近ナデ

ナデ
砂粒等の混
入少ない

3M02 須恵器

高イの

脚か ?
(内面の

調整が

荒い)

オリー

ブ灰
ハケ調整痕か ? 小石を多く

含む

41-4 SM02付 近 須恵器 平瓶 ? 灰 ロクロ整形
黒色粒子を
含む

Ｍ

一
須恵器

フラス
コ形瓶

完 形 丸底 灰

ロクロ整形 (頸部
は成形後胴部に接
合)

長石を多く
含む

42-2
Ｍ

一
須恵器

フラス
コ形瓶

完形 9( 丸底 灰

ロクロ整形 (頸部
は成形後胴部に接
合)

長石を多く
含む
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第 4表  中の沢遺跡・半過古墳群 小型石器観察表
図版
番号
遺物
番号

出上位置 種 類 材  質 長さ
(mm)

幅
(mm)

厚さ
(mm)

重さ

(g)
形態の特徴ほか 備  考

53-1 N区③ 石鏃 黒曜石 17.0 0 有柄凹基 (Dlb
53-2 7 N区 ( 石鏃 黒曜石 22.0 5 有柄凹基 (Dlc
53-3 N区 ( 石 鏃 黒曜石 22 0 1 有柄凹基 (Dlc

N区⑥ 石 鏃 黒 曜 石 17.9 0 有柄凹基 (Dlc
53-5 N区⑥ 石鏃 黒曜石 25.8 04 有柄凹基 (Dlc

N区 石鏃 黒曜石 17.5 2.5 l 有柄凹基 (Dlc
53-7 N区 石 鏃 黒曜石 21.8 35 8 有柄凹基 (Dlc

N区① 石 鏃 黒 曜 石 20.8 7 有柄凹基 (Dlb
N区③ 石鏃 黒曜石 17. 1 3 有柄凹基 (D le)

N区 石 鏃 黒曜石 17.3 9 有柄凹基 (Dlc)
53- N区 石 鏃 黒曜石 16.9 2.7 6 有柄凹基 (Dlc)
53- 2 N区廻l 石鏃 黒曜石 22.4 0 有柄凹基 (Dlc)
53- 3 N区⑩ 石鏃 黒曜石 179 2 有柄凹基 (Dlc
4 N区 石鏃 黒曜石 214 l 有柄凹基 (D 1 C)

53- 5 N区 石 鏃 黒曜石 33 1 55 0 凹基 (Bl)
N区② 石鏃 黒 Π墾石 30 8 4 有柄凹来 (Dlc)

53- 7 N ttSB群周辺 石鏃 黒曜石 215 3.2 6 有柄凹基 (Dlc
8 SM03周 辺 石鏃 黒曜石 23 9 4 有柄凹基 (D 1 C)
9 N ttC89 石 鏃 黒曜石 35 0.5 不 明

53-20 N区⑤ 石鏃 黒曜石 122 52 有柄凹来 (D 1 C)
53-21 N区③ 石鏃 黒曜石 12.5 有柄凹基 (Dlc
53-22 11 N区 石鏃 黒曜石 6.1 12.0 有柄凹基 (D2c)
53-23 1 N区 石 鏃 黒曜石 6.5 23.9 21 Ш基 (Bl)
53-24 N区⑩ 石鏃 黒曜石 7.7 』 泉 Bl

53-25 N区⑩ 石鏃 黒曜石 23 9 』基 (Bl)
53-26 N区 石鏃 黒曜石 20 0 5 」基 (Bl)
53-27 N区 石 鏃 黒曜石 160 7 」基 (Bl)
53-28 SM01垢司iコ 石鏃 チャー ト 15.3 と。2 4 」暴 (Bl
53-29 N区④ 石鏃 黒曜石 20.0 9 Щ基 (Bl)
53-30 N区 石鏃 黒曜石 15,9 9 Ш基 (Bl)
54-1 N区 石 鏃 黒曜石 17.3 6 不 明

54-2 N区 ( 石 鏃 黒曜石 27.1 2 凹基 Bl

54-3 N区⑨ 石鏃 黒曜石 20 2 7 Щ基 Bl)
54-4 N区③SB03緩土 石鏃 黒曜石 191 Щ基 Bl)
54-5 N区③SB03覆土 石 鏃 黒曜石 149 3.2 凹基 Bl)
54-6 N ttClll 石 鏃 黒曜石 23.3 l.0 Ш暴 Bl

54-7 N ttSM03周 辺 石鏃 黒曜石 102 Щ基 B2)
54-8 N ttSM02 N・ 石 石鏃 チャー ト 22.6 1.5 凹基 Bl)
54-9 N区 石 鏃 黒曜石 14.2 1.1 平 基 A)
54-10 N区 ( 石 鏃 黒曜石 312 凸来 Cl

54-11 N区 石鏃 黒曜石 24 4 9 平基 A)
54-12 N区 ( 石鏃 黒曜石 16.0 1.1 5 不 明

54-13 N区 石 鏃 黒曜石 16.4 27 4 未製品

54-14 1 N区 石 錐 黒 曜 石 26 8

54-15 11 N区③ スクレイパー 黒曜石 27 8 26.8 10.1 62

54-16 1 N区③ 石錐 黒曜石 29 8 21.2 10.6

54-17 N ttSB03覆 土 スクレイ′く― 黒曜石 140 27.0
54-18 N ttSB04東 覆土 石 鏃 黒 曜 石 310 21.5 当基 Cl

54-19 S ttZ 尖頭器 黒曜石 32.0 185 6.1
55-1 N区ベル トGH 石鏃 黒曜石 23.2 22 8 未製品

55-2 N区⑩ 剥片MF 黒曜石 27.8 178 8.7 2.7
55-3 N区② 剥 片 MF 黒 睦 石 11.3 13.4 07

55-4 N区② 二次加工剥片 黒曜石 21,7 170
55-5 N区 二次加工剥片 黒曜石 31_8 20 0

55-6 N区 石鏃 黒曜石 24.8 17.7 未製品

55-7 N区⑩ 剥 片 黒 Π在石 26 0 195
N区⑥ 石鏃未製品or石匙 黒曜石 19.3 32 9 110 59
N区 剥片MF 黒曜石 138 87 0,7

55- N区 ( 剥 片 黒曜石 26 9 140
N区③ 剥片 黒 睦 石 22 4 313
N区⑧ 剥片 黒曜石 26 0 128 2.1

N区⑨ 二次加工剥片 黒曜石 25_4 152
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55-14 N区⑨SB03覆土 石 鏃 黒曜石 20.0 10,0 1.3 平基 (A)
56-1 N区 剥片 黒曜石 15.5 20 4 l l

56-2 N区 二次加工剥片 黒曜石 25,0 22 8 10 1
56-3 N区⑩ スクレイパー 黒曜石 55.0 19.5 10.2

N tt Z 石 錐 黒曜石 34.7 180
N区西端 剥 片 黒曜石 26.2 18.2 13

56-6 N区⑥ 打製石斧 凝灰質貢岩 100 0 44 3 22.0 100,7 未製品
57-1 N区② 調整剥片 粘板岩 55 5 45 0 13.0 30.5
57-2 】K06覆土 石 匙 チ ャー ト 52.4 44.2 184
57-3 集石 1付近 二次カロエ礫片 9 53 4 54.5 24.3
57-4 石鏃 黒曜石 18.0 当基 (Cl)
57-5 石鏃 黒 曜 石 21.8 14 有柄凹基 (Dlc)
57-6 石 鏃 黒 曜 石 32 3 有柄凹基 (Dlc)
57-7 SK03 石 鏃 黒曜石 130 有柄凹基 (Dlc)
58-1 N区 -4 黒曜石 33.6 20.7
58-2 N区 ( -2 黒 曜 石 17.0 27.9
58-3 N ttECD 黒 腱 石 25 1 14.0
126 N区③-2 黒曜石 21.4 24.0

58-5 132 N ttSB01覆 土 黒曜石 20 1 5.3 1.0

未掲謝 l N区④ 石鏃 黒曜石 11.5 12 石 和 凹 基 (Dlc)
未掲ヨ N ttC 石 鏃 黒 曜 石 20.0 凹基 (Bl)
未掲割 卜J ttζ SB03《) 石鏃 黒曜石 21,9 1,7 有柄凹基 (Dlb)
未掲∃ 4 N厖豆SB03C69 石 鏃 黒曜石 17.0 10.8 22 1.2 有柄凹基 (Dlc)

～
掲竜 N区⑥ 石鏃 黒曜石 15,0 14.7 凹基 (Bl)

SM01前 石鏃 チャー ト 27.2 』基 (Bl)
未掲董 SM02周 辺 石 鏃 黒曜石 16.3 140 1,7 』基 (Bl)
未掲蓋 SM02周 辺 石 鏃 黒曜石 14.9 12.5 55 平基 (A)

～
掲費 SM03周 辺 石鏃 黒曜石 29.5 19.0 Щ基 (B 1
未掲 N ttS303③ 二次力日工剥片 黒曜石 18.0 21.0 50

N区⑥
二次加工剥片
スクレイパー

黒曜石 18.5 22.0 66

未掲謝 N区⑥ SB03 剥片MF 黒曜石 18.7 17.9 15
未掲謝 N区③ 剥片 黒 隆 石 15.0
未掲淑 7 N区 二次力Л工剥片 黒曜石 23 7 と93
未掲謝 N区 石 鏃 黒曜石 15.2 14.8 未製品
未掲ヨ N ttClll 石鏃 黒曜石 21.4 182 1.2 未製品
未掲歳 N区⑩ 石 錐 黒 曜 石 12.2 1.4 未製品
未掲憲 N区 二次加工剥片 黒曜石 139
未掲輩 N区 両極 コ ア 黒曜石 1.0

代掲 N区蜃Q21 石鏃 黒曜石 11.9 平基 (A)

～
掲謝 N区⑫ 剥 片 黒曜石 210 27 9
代掲謝 N区 石 錐 黒曜石 24.0

代掲謝 N区 石 鏃 黒曜石 27.5 139 未製品
柊掲割 心J区巨SB04冤§f コ ア 黒 曜 石 26 7 30 2
k掲割 N ttSB04覆 土 石 鏃 黒 曜 石 21.4 12.1 未製品
未掲羽 N ttS304覆 土 石 鏃 黒曜石 26 1 22 9 7.1 未製品
未掲謝 N ttSB04覆 土 剥片 黒曜石 21.5 10.6

未掲謝 N ttSB04カ マ ド付近 剥片 黒曜石 19,1 146
未掲劃 N ttSM01周 辺 石 鏃 黒曜石 15.8 13 凸基 (C2)
未掲竜 N ttSM01周 辺 石鏃 黒曜石 13.1 139 有柄凹基 (Dlc)
代掲 N ttSM01周 辺 石鏃 黒曜石 162 1.0 凸基 (Cl)

N ttSM01周 辺 百鏃 黒 隧 石 18,9 ll.3 1,1 未製品
未掲謝 Ntt Z SM01周 辺 石鏃 黒曜石 14.5 32 未製品
未掲謝 Ntt Z SM01周 辺 二次加工剥片 黒曜石 20 2 21 1

未掲遡 N ttSM03周 辺 石鏃 黒曜石 136 0.7 平基 (A)
未掲割 N ttSTr02 剥 片 黒 躍 石 23.0 16.5
未掲割 N ttSTr03 剥 片 黒曜石 28 0 187
末掲謝 108 N ttSTr07 石鏃 黒曜石 19.8 16. 1 15 未製品
末掲董 N厖⊆STr07 剥片 黒曜石 29 1 22 7 6.31 27
未掲董 N ttSK07覆 土 剥 片 黒曜石 26 9 29.5 4.9:
未掲董 N ttAK02 RF 黒曜石 25.3 1851 691 2.8
代掲朝 N ttSB03覆 土 剥片 黒曜石 30 9 6.71 601
代掲 剥 N区 エン ドスクレイパー 黒 曜 石 15.0 1281
代掲朝 N区 調整剥片 黒曜石 801 1821 4.01
権掲制 N区 調整剥片 黒曜石 1131 1101 481
未掲朝 N区 調整剥片 黒曜石 9.81 12.01 331
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梃掲謝 N区 調整剥片 黒 睦 石 77 11.0

梃掲割 N区 調整剥片 黒曜石 11.0 110

程掲謝 N区(91-3 剥片 黒曜石 20.0

代掲蘭 欠番

代掲 N ttS301覆 土 RF 安山岩 68 7 34.4 158 30 2

未掲選 N ttSM01周 溝南端 剥片 巣 曜 石 31.4 18.2

未掲費 N ttAf05付 近 剥 片 黒曜石 179 16.3

～
掲竜 Ntt Z SM01周 辺 剥片 黒曜石 13.6 20.8

N tt A101周 辺 -2 剥片 黒曜石 17.0 15。 1
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第 5表 半過古墳群 玉類計測表
図版
番号

遺物
番号

種類
厚さ
(cm)

長径

(cm)

短径

(cm)

口径

(cm)
出 土 位 置 備 考

44-5 1 ガラス 玉ヽ 2号古 玄室 東 隅 青 緑

44-6 ガラス 玉ヽ 8 2号古 玄室 東 :h爵 青緑
44-7 ガラス 玉ヽ 2.1 2 2号古 玄室 東 i隅 青緑

44-8 ガラスノ」ヽ玉 2.1 8 2号古 玄室東北隅 圭
円

44-9 ガラス 玉ヽ 2.1 2 2号古墳玄室東北隅 糸

44-10 ガラス 玉ヽ 7 2号古 玄室東北隅
44-11 7 ガラス 玉ヽ 2 2う 古墳 玄室 東北 隅 緑

44-12 ガラス 玉ヽ 2.5 5 2う 古墳 玄 : 緑

44-13 ガ ラ ス 土ヽ 4.1 5 2号古 l~2玄室 東北 隅 「緑

44-14 ガ ラ ス Fヽ「 0 2→ :易こ】h円男 青 緑

44-15 ガラス 玉ヽ 4.0 3.7 2 2号古増 玄室 東北 隅 青緑

44-16 1 ガラス刈ヽ玉 4.0 2 2号古墳玄室東北隅 青緑

44-17 1 ガラス 玉ヽ 2号古墳玄室東北隅 〓同
44-18 ガラス 玉ヽ 2号古墳玄室東北隅 〓自
44-19 ガラス 玉ヽ 2.0 5 2与 古 玄 室

44-20 1 ガラス 玉ヽ 1 2与 玄 青 緑

44-21 ガラス 玉ヽ 2 2' 玄 : ヒ日鶏 青 緑

44-22 1 ガ ラ ス 土ヽ 3.4 2 2手 古 玄 t iF‖]き 青 緑

44-23 ガラス 玉ヽ 0 2手 古増 玄室 iF‖蛋寺 青緑
44-24 ガラス月ヽ玉 2.0 0 2号古 玄室 ] 隅 青緑

44-25 ガ ラ ス ノヽ十 0 2号古 玄室東北隅 青為

44-26 ガ ラ ス ノヽ十 1,9 2号古墳玄室東北隅 〓同
44-27 ガラスフヽ 玉 1 2号古 玄室東北 青

44-28 ガラス 玉ヽ 0 2う 玄室 東】ヒ 青 緑

44-29 ガラス 玉 1.9 2 玄室 東引ヒ 青 春

44-30 ガ ラ ス 土 2サ 玄室 東 Hr隅 青 緑

44-31 ガ ラ ス 丁 2ぢ 玄室 東 北 隅 青緑
44-32 ガラス 玉ヽ 2号ぅ 玄室東北隅 青緑

44-33 ガラス月ヽ玉 2号ぅ 玄室東北隅 圭
目

44-34 ガ ラ ス 平ヽ 2号古墳玄室東北隅 ≡同
44-35 ガラス河ヽ玉 2号古墳玄室東北 は

44-36 ガラス小玉 つ
る 4.0 2号t 玄 室

44-37 ガラス小玉 3_5 2号古墳 玄室 濃 緑

44-38 ガラス小玉 2.0 2号古 壻 玄室 ビ】L日鶏 主日
44-39 ガ ラ ス 土 2.0 2√諭 :】監円鶏 濃 経

44-40 ガラス月ヽ玉 1.8 2号五 引ヒ隅 青飛
44-41 ガラス月ヽ玉 4.0 4.0 2号古 玄室東北隅 青
44-42 ガラス刈ヽ玉 4.0 2.0 2号古墳玄室東北隅 青 緑

44-43 ガラス / 玉ヽ 1.5 4.0 2号古墳玄室東北隅 華南
44-44 40 ガラス / 玉ヽ 2.0 4.0 2号古 玄室 戻 青 緑

44-45 ガラスノ 玉ヽ 0 2号古 玄室 東テ 青 緑

44-46 ガラス /Jヽ玉 .5 0 2号古〕 玄室 東北 隅 青 緑

44-47 ガ ラ ス 土 5 2号古」 玄室 東北 隅 青 緑

44-48 ガ ラ ス 玉 2 2号古ナ 玄室 東ゴ脩隅 青緑
44-49 ガラス小玉 2号古墳玄室東北隅 青緑
44-50 ガラス 玉 2 2号古墳玄室東北隅 青緑

44-51 ガラス 玉 0 2号古墳玄室東】 ≡円
44-52 ガラスノヽ 玉 0 2号古 | 玄 室
44-53 ガラスノヽ 玉 3.2 2 2号古 玄室 東】 青 綱

44-54 ガラス /Jヽ玉 0 2号古 : 玄室 東】| 青 編

44-55 ガ ラ ス 土 4.0 2 2号古 玄室 東北 隅 青 緑

44-56 ガラス 玉 3.0 2 2号古 玄室東北隅 白
44-57 ガラス小玉 2.0 ユ 2号古 玄室東北隅 白
44-58 ガラス河ヽ玉 2号古 玄室東北隅 白

44-59 ガラス月ヽ玉 2号古ナ 玄室東北 自

44-60 ガラス / ヽヨE 1 2号古媛玄室 白

44-61 ガ フス ′ヽ ヨE 2号古 玄 室 黄 緑

44-62 ガラス / 玉 2号古 | 玄 室 引佐1鴨 誰

44-63 ガラス / 玉 2号古 玄 室 隅 緑

44-64 ガ ラ ス ′I 土 1.5 2号古 : 玄 室 隅 緑
44-65 ガラス河玉 2.0 4.0 1 2号古 : 玄季 | 北隅 青緑
44-66 ガラス月玉 1.5 1 2号古 玄室東北隅 薄青

44-67 ガ ラ ス ′I 千 4.0 2号古 玄室東北隅 薄 青 設
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44-68 ガラスノヽ玉 40 2手 玄 室 島
1糸露そ

44-69 ガラス /J 玉 4.0 2手 古壻 玄 : 島 青緑

44-70 ガラス河玉 2.1 2号古 玄 モ 青 緑

44-71 ガラス/1ヽ玉 2.0 4.0 0 2号古 玄室 〕 飛

44-72 ガラス小玉 1 2号古 玄 室 :封監円乳

44-73 ガラス月ヽ玉 2.0 0 2号古墳玄室コ:引監日乳
44-74 ガラス / 玉ヽ 2.0 0 2与

‐
墳玄室東北隅

44-75 ガラス /卜玉 0 2う 玄室東北隅 緑

44-76 ガラス /」 玉 3.5 0.9 2 玄 重 〔北隅 薄
圭
目 緑

44-77 ガラスノ玉 2j 玄 : 隅 青 緑

44-78 ガラス小玉 1.5 1.5 2手 「壻 玄 : 薄

44-79 ガラス小玉 1.3 4.0 1.2 2号古 婚 玄室 東 青 緑

44-80 ガラス/1 玉 1.9 2号古墳玄室東 ih島

44-81 ガラス/j 玉 2_0 1.0 2号古墳玄室東 :h乳

44-R9 ガラス刈 玉 4.0 2号右墳玄室東 i隅鶏

44-83 ガラス刈 玉 4.0 1.0 2う 筆玄室東北隅

44-84 ガラス 玉 1,9 4.0 1.2 2 霊玄室 床 二隅 =,代,it

44-85 ガラス 玉 2.0 1.0 2 玄と 出
i繰

44-86 ガラス 玉 0 2号 玄 : 豪緑

44-87 ガラス月ヽ玉 2号古 増 玄室 東 円

44-88 84 ガラス/ 玉 4.0 1.1 2号古墳玄 :
44-89 ガラス 玉 2号古墳玄 : 隅

44-90 ガラス刈ヽ玉 2号古墳玄 : 隅

44-91 ガラス 玉 3.0 2与 玄室東北隅 F緑

44-92 ガラス 玉 0.9 ９
留 玄室 〕こ北隅 緑

44-93 ガ ラス ノ 玉ヽ 3.0 2手 玄室 東北 隅 緑

44-94 ガラス 玉 3.0 2手 玄 : 隅 緑

44-95 ガラス月ヽ玉 2,9 2 号 i 盛室 緑

48-8 1 ガラス 玉 4.0 3号古墳玄 : :財]
48-9 ガラス 玉 2.0 3.0 3号古を 玄 t !財1
48- ガ ラス 玉 4.0 3号古墳玄 :ガ司 緑

4R― 4 ガラス 玉 4.0 3う 藍玄室内 緑

48- 5 ガラス 玉 4.0 3 豊玄室内 緑

48- 6 ガラス 玉ヽ 4,0 つ
０ 玄室 内 濃緑

48- ガラス小玉 4.0 3手 古 玄 : ヨ内 同

48- ガラス月ヽ玉 3号古 玄室 ビ
48 ガラス小玉 2.0 3.5 3号古 玄 t 〔内
48- 7 ガラス月ヽ玉 3号古 玄室 内
48- ガラス 玉 3号古墳玄室 , 柔

48- ガラス河ヽ玉 1 3与 玄室内

48-20 ガラス河ヽ玉 1.5 3手 玄室内 青 緑

48-21 ガラス /Jヽ玉 4.0 3手 玄 室 ″ 青 緑

48-22 1 ガラス 玉 4.0 3手 玄室 ″ 鴻

48-23 1 ガラス 玉 4,0 5 3号古墳玄室″
48-24 1 ガラス 玉ヽ 1.8 1 3号古墳玄室「

48-25 1 ガラス 玉ヽ 2.0 2 3 号古墳玄室「 緑

48-26 l ガラス 玉ヽ 3.1 3号古墳玄室内
48-27 ガラスノヽ 十 4.0 l 3与 古墳玄室内 緑

48-28 ガラス ヽ十 4.0 l 3→ 玄室内 青緑

48-29 ガラス 玉ヽ 3手 玄室 ″ 薄 塙緑

48-5 ガラス /Jヽ玉 4.9 3手 玄室 ″ 紺

48-6 ガラス 玉ヽ 3手 た室″

48-7 ガラス 玉ヽ 3号古墳玄室 F
48-30 ガラス 玉ヽ 4.0 骨 ( 百側 ) 頭 泉

48-31 ガラス 玉ヽ 3号古墳玄室内 =緑

4R―R9 ガラス 玉ヽ 1.9 4.0 3与 責玄室内
i緑

48-33 ガラス 玉ヽ 1.7 つ
０ 古 玄室 内 青緑

48-34 ガラス 玉ヽ 3手 玄室 ″ 青 緑

48-35 ガラス 玉ヽ 2.0 1
つ
０ 玄室 ″ 緑

48-36 ガラス 玉ヽ
つ
０ 盛室 ″

48-37 ガラス 玉ヽ 3 号古墳玄室「

48-38 ガラス 玉ヽ 3号古墳玄室 柔

4R― R9 ガラス 玉ヽ 1.8 3号古墳玄室内 薄

48-40 ガラス′ヽ 玉 1.5 3号古墳玄室内 緑

48-41 ガラス 玉ヽ 2.0 3.2 3与 古 墳 玄室 財 水 色

48-42 ノlヽ土 19 3与 玄室 ″ グリーンタフか

-99-



図版
番号

物
号
遺
番

出土

位置
種類 残存 材質 大きさ(cm)・ 重さ (g) 形態の

特徴ほか
備  考

16-4
土製
円盤

土器
転用
長径 52 短径 (残存) 32 表面ヘラ削り

裏面ハケ
明赤褐色、雲母片を含む

36-1 SM01-1 耳環 完 形 銅 ・ 金

径  19× 18 断  07× 04
開き部 02 重 さ 7.3g 金残存度70%

44-1 SM02-3 SM02 耳環 完形 ◆同・金
径 17× 16断 06× 04
開き部 01  重さ 51g 金残存度70%

44-2 SM02-4 耳環 完形 銅 。金
径  19× 19 断  07× 05
開き部 02 重 さ 72g 金残存度70%

44-3 SM02-1 耳乗 完形 銅・金
径 19× 1,9断 06× 0.4
開き部 02 重さ 75g 金残存度80%

44-4 SM02-2 SM02 耳環 完形 銅・金
径 2.1× 19断 0,7× 0.5

開き部 02 重さ 89g 金残存度70%

48-3 SM03-1 SM03 耳環 完形 銅・金
径 18× 17断 0.3× 03
開き部 0.2 重さ 4.2g

細身で断面が
真円形

金残存度20% 錆化著しし

SM03-2 SM03 耳環 完形 銅・金
径  1.8× 16 断  04× 03
開き部 0,3 重 さ 3.5g

佃身で断面が
真円形

金残存度20% 錆化・劣化著 し↓

43-1 32073 短剣 完形 鉄 長さ 34.8幅 35厚 さ 08重 さ 1673 秀除去・保存処理済
43-2 32092 SM02 刀 子 完形 鉄 長さ 102 幅 1.3 厚さ 30 重さ  8,7 爵 際 云 ・ 4りⅢと存 契し押 暦

43-3 32076 SM02 刀 子 完 形 鉄 長さ 14.0 幅  17 厚さ 09 重さ 182 銹除去・保存処理済
43-4 3208ユ 鉄 鏃 鉄 民さ 85幅 1.8厚 さ 22重 さ 5.5 銹除去・保存処理済
43-5 32077-1 鉄 鏃 鉄 昆さ 4.8 幅 19 厚さ 17 重さ 41 銹除去 。保存処理済
43-6 32094 SM02 鉄 鏃 鉄 民さ 65 幅  1.4 厚さ 1.4 重さ 42 銹除去・保存処理済
43-7 32077-2 SM02 鉄 鏃 鉄 昆さ 5,7 幅 09 厚さ 09 重さ  6.3 坊除去・保存処理済
43-8 32079 鉄 鏃 鉄 長さ 42幅 1.0厚 さ 1.5重 さ 2.1 銹除去・保存処理済
43-9 32074 SM02 鉄 鏃 完形 鉄 長さ 121 幅 08 厚さ 0.4 重さ  65 廃除去 。保存処理済
32080 鉄鏃 鉄 長さ 148 幅  1.1 厚さ 3.0 重さ l18 廃除去・保存処理済

l 32086 SM02 鉄鏃 鉄 長さ 4.3 幅  7.8 厚さ 20 重さ  38 廃除去・保存処理済

SM02 鉄 鏃 鉄 長さ 27幅 1.4厚 さ 2.8重 さ 39 銹除去・保存処理済

鉄 鏃 鉄 長さ 5.5幅 08厚 さ 0.5重さ 32 銹除去・保存処理済
4 32092 鉄 鏃 鉄 長さ 45幅 0.8厚 さ 30重 さ 2,2 銹除去・保存処理済
5 32078 鉄 鏃 鉄 長さ 10.3幅  1.2厚 さ 28重 さ 4.7 銹除去・保存処理済

43-16 32087-1 SM02 鉄 鏃 鉄 長さ 8.6幅 0,9厚さ 04重 さ 6.1 銹除去・保存処理済
43-17 32088 鉄鏃 鉄 民さ 7.5 幅 102 厚さ 3.0 重さ  38 笏除去・保存処理済
43-18 32082 鉄鏃 鉄 長さ 6.4 幅  0。 9 厚さ 24 重さ  39 笏除去・保存処理済
43-19 32085 SM02 鉄鏃 鉄 昆さ 8.9幅 1.0厚 さ 28重 さ 52 笏除去・保存処理済
32087-3 鉄 鏃 鉄 民さ 2.9幅 5,3厚 さ 3,0重 さ 1,7 瀦除去・保存処理済

43-21 鉄 鏃 鉄 長さ 5,4幅 0.9厚 さ 02重 さ 3.6 銹除去 。保存処理済
44-97 32099 SM02 鉄 鏃 鉄 長さ 31幅 1.0厚 さ 0.5重さ 3.9 鉄製品 添除去・保存処理済

48-1 32100 SM03 釘 鉄 長さ 1.2幅 06厚 さ 05重 さ 08 木棺釘 務除去・保存処理済。木質残存
48-2 32101 3M03 釘 鉄 長さ 12 1幅  05 厚 さ 0,4 壼 さ  07 木棺釘 秀除去・保存処理済・木質残存

第 6表  中の沢遺跡・半過古墳群 その他遺物観察表
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第 7表 中の沢遺跡 B半過古墳群 鉄塊系遺物一覧表
Nは ラベル注記 重量g 長軸cm 短軸cm 厚さcm 磁着 メタル度 備 考

1 NOS.N.t -1 3.Zr 2. rυ Z.υυ M

WOS.N_C ― ヲ 4.45 3.56 2.37 5

3 NOS.N ― R 2.75 1.89 1.84 5

4 NOS.N。 ( -4 7.15 4.22 3.08 5

5 NOS.N. 1-5 4.01 8 H

NOS.N. 1-6 4_78 3_48 H

7 NOS.N. 1-7 7.24 5。 86 4.64 M

NOS.N. 1-8 4 2.18 5

NOS,N. 1-9 8 2.53 1.81 5 H

NOS.N. 1-10 6 2.40 1.64 H

11 NOS.N. -11 3 3.02 1.93 4 無反応

NOS.N. 4 1.84 1.54 5 H

NOS.N. 1.95 1.37 0.93 7 H

NOS.N.( 1-14 2.06 0.94 7 H

NOS.N. 1-15 0.81 К反 ,

NOSo N. 1-16 1 1.29 1.28 0.89 【反 ,

NOS.N. 1-17 1 1.86 1.28 0.91 に反 ,

NOSo N. 1-18 1 1,22 1.18 0.75 無反応

NOS.N. 1-19 1 1.53 1.01 0.53 無反応

1 10S.N. 2-1 5。 35 4.23 3.15 7 M

2 10S.N. ワー ワ 4.22 3.23 2.43 6

3 WOS,N.( ,一 R 8.02 4.79 4.76 8

4 WOS.N。 ( 2-4 4.69 2.96 2.32 6 H

WOS,N.ヒ 2-5 1 3_02 2.50 H

6 WOS,N. 2-6 4.26 2.97 2.12

7 WOS.N. 2-7 11 2.83 2.44 2.34 6 無反応

8 WOS.N. 2-8 3 2.73 1.85 1.22 5 無反応

9 〈OS.N. 2-9 5 3.27 1,81 1.16 無反応

0 OヾS.N. ク ー 6 2.84 2.24 1.91 H

OヾS_Nヽ ,一 2.86 2.82 2.43 H

2 WOSo N. 2-12 3.34 2.40 H

3 WOS,N. 2-13 2.07 確反ナ

4 WOS.N. 2-14 2.51 2.43 【反 ,

5 WOS.N. 2-15 8 3.15 2.15

6 WOS,N. 2-16 3 2.27 1.88 無反応

7 WOS.N. 2-17 1 1.19 1.10 0.90 無反応

1 WOS,N. 3-1 4.78 3.11 2.46 H

2 WOS.N R― ワ 3.95 3.67 3.33 H

3 NOS,N. 3-3 4.27 2.68 2.35 H

4 NOS.N. 3-4 4.09 3.61 2.55 H

5 NOS.N. 3-5 5,75 2.70 2.67 H

6 NOS.N. 3-6 5.28 3.35 2.97

7 NOSo N. 3-7 3.90 2.67 2.45

8 NOS.N. 3-8 3.66 2.32

9 NOS.N. 3-9 1 2,74 2.10 H

0 〈OS.N R― 1 3.24 1.74 L

NOSo N. 3- 7 2.44 2.06 H

2 NOS,N 3-12 3_26 2.10 M

3 OヽSo N. 3-13 2.50 2.46 2.04 H

NOS.N. 3-14 2.62 2.08

NOSo N. 3-15 4 1.86 64

6 WOS.N.| 3-16 4 2.37
7 WOS.N_ 3-17 1.68 H

NOS.N. R-lR 2.15 34 H

NOS.N 3-19 黎 反 力い

NOS.N. 3-20 2.38 H

NOS.N. 3-21 1 0,74 鞘 反 応

NOS,N. 3-22 4 0.97 M

NOS.N. 3-23 1.25 ヒ庁「

24 WOS.N.C 3-24 1.15 【反 ,

WOS.N_C R― ヲ 5 1 0。 94 無反応

NOS,N.( 3-26 60 0.91 無反応

NOS.N。 ( 3-27 0.64 H

NOS,N` 3-28 2 0.96 無 反 心
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NOS.N. -29 2 1.08 0.93 日

NOS,N. 3-30 1 1.03 1.00 5 無 反応
NOS.N. 3-31 2 1.08 8 コ

NOS,N. 3-32 1 0.95 0,70 【度 ,
NOS N。 ( 3-33 0 1 00 0.87 3 〔反応
NOS.N. 3-34 0.85 0.68 無反応
NOS.N. 3-35 1 48 1.07 1.04 5 笠

小
NOS.N. 3-36 1 0.81 0 79 6 匪

ヽ

NOS.N. 3-37 1 0.79 0.09 5 照ら

NOS,N 3-38 1 1.10 0.56 そ応

NOS.N 3-39 0.79 0,76 4
`Å

″脈

NOS.N ( 3-40 l 0.99 0.51 〔反応
NOS.N。 ( 3-41 0.85 0。 76 0.58 【反す
OヾS,N` 3-42 0.83 0,71 0.37 〔反応
WOS,N. 3-43 0.65 0.59 0.39 無反応

1 WOS.N. 4-1 4.05 3.63 3.04 M
WOS,N. 4-2 4.46 3.07 3.02 M

3 WOS.N. 4-3 3.51 2.58 2.00 M
WOS,N. 4-4 3.57 2.43 1.22

5 WOS.N. 4-5 2.29 2.25 1.90
6 可OS,N。 ( 4-6 2.48 1,88 1.71 [

7 WOS.N.( 4-7 2.20 2.02 1.72 [

8 OヾS,N. 4-8 65 1,36 0.61 無反応
9 NOS.N. 4-9 1.62 1.39 1.25
0 NOS.N. 4-10 1.76 1.18 1.05 6 照あ

1 NOS.N, 4- 1 1.73 1.11 1.01
2 NOS,N. 4-12 1.71 1.46 0.84 4 そ応

3 NOS.N. 4-13 l 1.49 0.91 0。 90 〔反応
1 WOS.N.( 5-1 4.63 3.69 3.68 8 M
2 WOS.N.( 5-2 3.13 2.78 8 M
3 WOS,N.

WOSo N.

5-3 4.09 2.73 2.12 H
4 5-4 9 3.30 2.38 2.06 H
5 NOS.N. 5-5 2.43 2.04 1.15 8 ヨ

6 NOS,N. 5-6 2 2.84 1.65 .24 5 五テこチ
7 NOS.N. 5- 1.90 1.62 8 日

NOSo N. 5-8 1 1.35 0,89 8 無 反ナ
NOS.N. 5-9 1 0.98 0.93 0.90 3 に反応
NOS.N 5-10 1.10 0.73 0.55 7 そ反応

1 10So N. 6-1 4.57 2.85 2.83
1 WOSo N. 7-1 2。 97 1.51 1.28 無反応
WOS.N. 7-2 2.04 1.35 1.20 征

＾
〈OS,N. 7-3 1 2.46 1.35 0.80 無応
WOS.N. 7-4 1 1.37 1.24 0.73 無 反チ
〈OS.N. 7-5 1 1.36 1.14 0.65 無 后

WOS.N. 7-6 1 1.41 0.94 0.49 終 反 ,

7 WOS.N. 7-7 1.03 0.79 0.68 【反す
1 WOS.N. 12-1 2.61 2.22 1.69
1 OゞSo N。 ( 1-1 l 4.99 2.15 2.10 8

2 NOSo N. 1-2 4,74 2.41 1.78 8

WOSo N. 2-1 3.51 2.13 7 M
2 NOS,N. 2-2 1.98 1.96 1.65 8

NOSo N. 4-1 2.11 1.77 8

2 WOS,N. 4- 2.22 1.85 1.70
3 WOSo N. 4-3 1.82 0,86 4 反

4 NOS,N.( 4-4 3 2.10 1.37 0.88 4 屈

5 10S.N. 4-5 2 1.69 と.32 0.87 庁 庶

NOS.N` 4-6 1.82 1.36 1.17 無反ナ
7 NOS,N. 4-7 1 1.49 1.15 0.95
NOS.N. 4-8 1 1.21 1,12 1.01 照反 )
NOS,N. 4-9 1 1.06 0.88 0.79 そ反 )
NOS,N. 1,95 1.82 .49 H
WOS,N. -2 1 0,97 0.90 0.86 H

1 WOS.N  SB01 3.41 3.00 2.42 M
l NOS,N  SB01 P-2 2,72 2 64 2.33 H
l ユ田ワ又ケ虎BP  Tro2 17 5.76 2.15 1.82

〈
画 ,45C
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第四章 半過古墳群出土人骨について

谷畑  美帆
NPO法 人スケル トン研究機構理事

北里大学一般教育部特別研究員

明治大学文学部史学地理学科講師

発掘調査された 3基の古墳からは、数千点の人骨片が出上している。しかし、個々の人骨片

は、数センチから教ミリと非常に細かい破片を中心としたものであるため、都位同定が非常に困

難である。そのため、ここではこれらの骨片を接合した結果、得られた情報を可能限り提示する

にとどめておきたい (第 8表 )。

(1号古墳 SM01)

1.NOS SM01

腫骨や大腿骨など下肢骨を中心とした長骨片が出上している。この他、歯牙片が十数点出土 し

ており (第 8表 )、 ここには、少なくとも3体の被葬者が埋葬されていたと考えられる。またこ

のうちの 1体は、未萌出の永久歯である下顎切歯片を伴 うことから小児 (6～ 8歳程度)、 残 り

の 2体では、歯牙の咬耗がBrOcaの Iであることから、壮年に相当するものと考えられる。性別

に関する所見は得られていない。

2.NOS SM01 周溝南端

シカの歯牙が出上している (※ 1)。

(2号吉墳 SM02)

1.NOS SM02

大腿骨など下肢骨を中心とした長骨片が出上している。出上している歯牙の咬耗はBrOcaの I

であり、本個体の年齢は壮年に相当すると考えられる。この他、未萌出の歯牙片が出上してしヽる

ことから、小児 (6～ 10歳)と 推定される個体が伴 うとみなされる。

2.NOS SM02 木棺 及び 西側

前頭骨片や頭頂骨片を含む頭蓋骨片が出土している。右下顎骨の一部も出上しており、第 2小

日歯・第 1大臼歯・第 2大臼歯が釘植されている。この他、上左第 1大臼歯・上右第 1大臼貯な

ど成人 1体分に相当する歯牙片が出上している。この他、右上第 2大臼歯が 3本出土しているこ

とから、少なくとも 3体の被葬者が出土しており、この部分に片付けられていたと考えられる。
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歯牙の咬耗はBrOcaの Iであることから、壮年に相当すると考えられる。

この他、上肢骨片の中には、都位同定が可能なものも含まれており、上腕骨右骨幹の一部が出

土している。この上腕骨が、全体として華奢な形態を呈していることから本個体は女性と推定さ

れる。またここからは、大腿骨などの下肢骨片が出土している。下肢骨片の中には、 3剛程度の

孔をもつ破片も含まれているが、詳細については不明である。

(3号古墳 SM03)

1. SM03

下肢骨を中心とした長骨片と歯牙片が出上している。性別については不明であるが、歯牙の咬

耗 (BrOcaの I)から、年齢は壮年に相当すると個体が1体埋葬されていたと考えられる。

2.SM03 東1則

頭頂骨や下顎骨など頭蓋骨片の他、上腕骨などの上肢骨片、大腿骨などの下肢骨片が出土して

いる。また、下左第 2大臼歯が 2本出土していることから、ここには少なくとも2体の被葬者が

埋葬されていたと考えられる。年齢は歯牙の咬耗がBrOcaの Iであることから、壮年と考えられ

る。またこの他、未萌出の永久歯である切歯片が 3点出上しているため、小児 (6～ 8歳)に相

当すると個体が成人 2体に伴っていたと考えられる。

3. SM03  西側

頭頂骨など頭蓋骨片の他、尺骨などを含む上肢骨片、及び大腿骨などからなる下肢骨片が出土

している。この他、成人 1体以上の歯牙片が出土しており、この部分には少なくとも2体の被葬

者が埋葬されていたと考えられる。歯牙の咬耗はBrOcaの Iであり、本資料の年齢は壮年に相当

すると考えられる。

以上、出上した人骨片から得られる所見を提示してきた。個々の古墳には、約 2～ 3体の被葬

者が埋葬されていたことが明らかとなった。またこうした中には、小児人骨を伴 う例も確認され

ており、横穴式石室内には、成人個体のみならず、小児個体が伴 うことも明らかとなつた。

※ 1 1号古墳の 「周溝」は当初、その存在を想定したが、精査の結果、検出されなかった。
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第 8表 半過古墳群出土骨一覧表

No.
墳
号
古
記

取り上げラベル注記 部位・数量等 特記事項

1 3M0 NOS  Nじ生SM01  060υ 20 ((1)か Y) 四肢 肯 片

2 3MO NOS  SM0 十子99  061009 右大腿 骨 片・ 長 骨 方

3 SMO OヾS  SMO ([つ   061004 睡骨片・長骨片

SM0 OヾS  SMO 061004  筵) 卜肢 管 片 。長 肯 片

5 SM0 WOS  SMO 061004  (砂 下肢骨片 。長骨片

SMO WOS  SMO 061004 下に 骨 片 ・ ―fF肯 片

SMO WOS  NεISM01  ナ封習尊F肩舅需  061020 シカの憾牙

SM01 WOS  SM01(7耳・】ヒイ則)   061031
骨片・下切歯 2片未萌出 。右上犬歯・上刻
臼歯 3片 。上小臼歯 1片・下小臼歯 3片・
上小臼歯 3片・大臼歯片 3片

SM01 WOS  SM01  061030 '片 。長 骨 片・ 左 上第 1大 日哲

SMOl WOS SM01  061205
未萌出切歯 3片・右上犬歯・上小臼歯 3
片 。大臼歯片 12片

11 SM01 WOS SM01  061205 ,チ 片・ 与 骨 片・ 骨 片

SM01 WOS  SM01  宅♪ 辛片

SM01 NOS  SM01 () 長骨片・骨片

SM02
＾
）
Ｗ
州 SM02  061027

下肢骨片・骨片・左下犬歯 1片・右下犬歯
1片・上小臼歯 2片・下小臼歯 2片・大臼
歯片4片・第3大臼歯2片

Ｍ
Ｍ

NOS  SM02  年} (/1k荘謗  3イ国
吋ヨ】ヒ  061030

頭蓋骨片

Ｍ
Ｍ NOS  SM02  フトボ盲  061030 開 モ彗曾 片  ・ 師 磁目官 盾

Ｍ
Ｍ NOS  SM02  ギ妻 (フトボロ) ()  061030 頭蓋骨汗・頭頂骨 。前頭骨片・長骨片 漬物 ・ つ め ?
（
Ｖ
Ｖ
Ｗ NOS  SM02  ギ争 (/1Hボロ)廻り  061030 大臼歯片・下肢骨片・上肢骨片・長骨片

Ｍ
Щ NOS SM02 骨 (木棺)②  061030

頭蓋骨片・月竪骨片 。大腿骨片・下肢骨片

長骨片 。左上第 1大臼歯・右上第 1大臼
歯・左下第 1大臼歯・左下第 2大臼歯

炭化物あり

3M02 NOS SM02 骨 (木棺 )③  061030 下肢骨片・長骨片
予しのあいた下肢骨
片

SM02
ＭＯ
骨

Ｓ
子
ＮＯ
刀

(本福 )
061030 骨片

Ｍ
皿 NOS SM02 骨 (木棺 )④  061030

大腿骨片・歴骨片・上肢骨 。長骨片・右下

第 1切歯・右下顎骨 (釘植…第 2小臼歯・
第 1大臼歯・第 2大臼歯)。 右下第 2大臼
歯

麦化物あり

SM02 〈OS  SM02  骨  (アに本き)  (0  061030 F.H蓄骨片・長骨 片・骨 片
Ｍ
Ｍ WOS  SM02  ギ子 (ノト下百) 《)  061030 上肢骨・下肢骨 。長
Ｍ
Ｗ OヽS  SM02  ギ} (フトボロ) CD  061030 ≧骨片・骨片・大臼歯 2片 十嬢 サ ンブル 保 取

Ｍ
Ｍ NOS  SM02  ギ歌 (7耳イ則)   061031

頭蓋骨片・頭頂骨片 。側頭骨片・上肢骨
片 。大腿骨片 。右大腿骨骨幹上 1/2・ 下
肢骨片・長骨片

SM02 WOS  SM02  牢宇 (フトボロ)(1) 061031 上腕骨右骨幹 と遠位端の一部 。長骨片 女性 ?

SM02 NOS SM02 骨 (木棺 )②  061031
上肢骨片・長骨片 。第 3大臼歯 2片・大臼
歯 1片

孔のあいた骨片

SM02 NOS  SM02  ギ事 (ガく内目) (り  061031 片

SM02 OヽS  SM02  拝茅 (ラにボロ) 建9  061031 辱 骨 片 ・ 下 膨 骨 片 子しあき資料含む
Ｍ
Ｗ NOS  SM02  ギ〓 (7耳イ則)   061031 骨 片

SM02 NOS  SM02  ギ} (山 攀削,   061031 骨片 賊維片

SM02 NOS SM02 骨 (西側 )④  061031

頭蓋骨片 。頭頂骨片・側頭骨片・長骨片・

下肢骨片・上肢骨片 。大腿骨片・右上第 1

大臼歯・上左犬歯・左上第 3大臼歯・右上
第 1小臼歯 。上左第 1大臼歯

“
Щ NOS SM02 骨 (西側)①  061112

頭蓋骨片・上肢骨片 。下肢骨片 。長骨片・

右上第 2小日歯・左下第 2小日歯・右上第
2大臼歯 。右下第 2大臼歯

3M02 OヾS SM02 ギ妻 (E耳イ則)しつ 061112 岳骨片・右上第 1大 臼歯・右上第 2大臼歯 999

3M02 〈OS  SM02  骨 Cl) 061115 骨片

3M02 WOS  SM02  ギ争そり  061115 骨片 。小日歯

3M02 WOS  SM02  ギ評  061205
骨片 右上切歯・犬歯片・小臼歯片・右下
第 2大臼歯   土壌サンプル

SM02 3M02 歯牙片
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40 SM02 NOS  SM02  ギ幸  061207
大腿骨片 。怪骨片・下肢骨片 。右上第 3大
臼歯・未萌出の歯牙片

41 SM03 NOS  SM03  ギ評  061207 長骨片・下肢骨片・右上犬歯・上第 3大臼
歯・大臼歯片 3片

Sh103 NOS SM03東 側① 061107 頭頂骨片・上肢骨片・大腿骨片・骨片・下
左第 2大臼歯

43 SM03 NOS SM03 骨 (東側)頭① 061107
頭頂骨片・上肢骨片・骨片 。犬歯片・小日
歯 3片・右上第 1大臼歯 。第 2大臼歯 2
本 ,大臼歯片 1本

SM03 NOS SM03 骨 (東側 )頭 ②  06H07

左顎骨片・左下顎第 1大臼歯 (釘植)・ 左
下顎第 2大臼歯 (釘植、歯根のみ)・ 左下
顎第 2小臼歯 (釘植、歯根のみ)・ 上左第
1小臼歯・左下第 2小臼歯・上第 1大臼歯
片・未萌出の切歯 3本・未萌出の上小日歯
1本

45 SM03 NOS SM03 骨 (東側)頭③ 061107 頭頂骨片
・側頭骨片 。頭蓋骨片・右上犬

歯・歯牙片

SM03 〈OS SM03 骨 (東側 )②  06H07 大臼歯片・歯牙片・骨片
遺物
ル

土壌サンプ

SM03 〈OS SM03 骨 061107 下肢骨片・長骨片・骨片・上小臼歯片 1
片・大臼歯片 5片

Ｖ
Ｍ WOS SM03 骨 (西側)頭① 061108 頭頂骨片・腫骨片・骨片・左上犬歯・上月

臼歯 3片・大臼歯 6片・
SM03 ЧOS SM03 官 (山イ則)(り  061108 頭頂骨片 。大腿骨片・雁骨片・骨片

SM03 WOS SM03 骨 (西側)頭② 061108 頭蓋骨片
・頭頂骨片 。下小臼歯片 。大臼歯

片 3・ 左第 1大臼歯・左第 2大臼歯
SM03 〈OS  SM03  ギ評 (西イ則) 屯)  061108 大腿骨骨幹・左第 1大臼歯 。左第 2大臼歯

SM03 WOS SM03 骨 (西側 )③ 06H08 長骨片・骨片 。右大腿骨 (55と 接合)
左大腿骨片・左下第 2大臼歯

土器片 1点・土壌
サンプル

SM03 WOS  SM03  ギ歌 (東イHI)(1) 061108 NO. 52と J警合
Ｍ
Ｌ NOS SM03 骨 (西側 )④  061108 右尺骨近位端・上肢骨片 。大腿骨片・歴骨

片・下肢骨片・骨片
SM03 NOS  SM03  ギ宇 (西イ則)剪頴こつ  061108 片

3M03 NOS  SM03  ギ訴 (ヲ臣イ則I)CD  061108 上腕骨片 。第3大臼歯・歯牙片

SM03 NOS SM03 骨 (東側 )①  061113 下肢骨片・長骨片 。上第 1小臼歯・上第 1
大臼歯・上第 2大臼歯・上右第 3大臼歯

SM03 NOS SM03 骨 (西側) 061116

上腕骨片・上肢骨片・大腿骨 (左・骨幹 1
/2)。 下肢骨片・骨片 。左下犬歯 。右下
第 1小臼歯・下右第 1大臼歯・下左第 1大
臼歯・大臼歯片

SM03 NOS  SM03  ギ妻 (ラ臣TRl) (9  061116 菌 オ 庁 ・ 肯 片 十 療 サ ン ブ ル

SM03 NOS  SM03  ギ許  061121 大臼歯 2片
SM03 WOS  SM03  管 歯牙片・貝殻・獣骨
SM01 NOS 肯 (1 片

63 SM01 NOS  Nじこ  砦央(9)雫歌  060928 シカの歯 ?
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第五章 調査の成果と課題
3年間にわたる発掘調査及び整理作業のなかで明らかになつたこと、また、これからの課題を

時代区分毎に整理して、本書のまとめとしたい。

1 縄文時代

発掘調査着手前は、中の沢遺跡は平安時代の遺跡として認識されていた。ところが、調査をす

すめるにつれ、多くの縄文土器、石器が出土し、新たな遺跡の側面を知ることとなった。これま

でも述べてきたところであるが、特に縄文時代早期の押型文土器の出土は旧市内では 2例 目であ

り、千曲川左岸地域では初めてのことである。千曲川に面する市内でも最も標高の低い遺跡から

の出土であり、これまで市内では、菅平高原のような標高が高い地域からの出上が知られていた

土器ゆえに、現場で驚きを隠せなかつた記憶が頭に浮かぶ。遺構に伴わないものと判断したが、

狭い範囲からの出土であり、時期は不明であるものの 6号竪穴状遺構が近接 して存在することか

ら、関連もうかがえる。専門の研究者の実見は叶わなかつたが、今後、型式学的な点も含め、さ

らに検討を進めていきたいと考えている。

また、第四章で「時期不明の遺物」として扱ったが、黒曜石及びガラス質安山岩製で古手の様

相を示す石器が出土し、その所属時期の決定に頭を悩ませた。整理作業の過程で、実測担当の作

業員がその特徴に気づき、急濠、専門の研究者数名にご意見をうかがつた。その結果、旧石器時

代から縄文時代早期の所産である可能性が高いという見解をいただいたが、出土状態等からそれ

を検証することができなかつたため、時期不明の石器群として報告した。石器はす
べて遺構に伴

うものではなく、あくまでも形態等からその所属時期を検討するしか方法はなかつた。発掘調査

時の傷などが判定の支障となり、浅学ゆえ、ガジジを調整痕と誤認する失態も演じるなど、記憶

に残る石器となつた。ただ、これらはグリンド単位で取り上げてあつたため、整理作業の過程で

特定のグリンド周辺からの出土していることに気づき、それが、押型文土器の出土範囲とほば一

致することが判明した。現時点では関係があるかもしれないという程度にしておくが、いずれに

せよ、半過地籍からこれらの古い様相を示す資料が出上したことは事実であり、市内周辺地咳で

今後発掘調査を行 う際には石器の扱い方に注意をしていきたいと感じている。

また、貝殻腹縁文が施文された口縁部破片が 1点出土し、早期の時代を与えた。砂質胎土で器

面がもろく、資料化の際に苦労した。研究者の教示によれば、上田市周辺地域での出土例を知 ら

ないとのことである。

唯一確認した縄文時代の遺構は、前期の第 1号上坑である。ここから出土した土器は縄文を施

し、胎土に繊維を混ぜるものが主体を占める。遺構には伴つていないが、有尾式上器なども陸か

にみられる。一方、中期は初頭の五領ヶ台式土器が多く見られる。また、黒曜石製の石鏃も百点

以上出土した。土器の型式学的な検討が不足していることは、筆者の浅学さ故ご容赦願いたい
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が、縄文時代早期から中期初頭にかけての上器がまとまって出土したことから、ある程度の期間

にわたって、半過地籍で縄文人が生活をしていたことが想定できよう。

2 弥生時代

半過地区とは岩鼻の山塊を隔てているが、隣接する上田原周辺では近年の発掘調査等によつ

て、水神平系土器のほか、弥生時代前期の土器が比較的まとまって出土している。今回の発掘調

査でもいくつか破片が出土しており、関連がうかがえよう。いわゆる「東海系」の胎上のもの

や、条痕がみられるもの、在地の縄文を施文するものなどがある。これまでに該期の集落等が見

つかつていないため、上田盆地は善光寺平などに比べ、稲作の受容が遅かつたのではないかとも

考えられがちであるが、こうした資料の蓄積により、その考え方も改めねばならないかもしれな

い。半過付近で千曲川は川幅を広くするが、千曲川の浸食により、ある程度の遺跡が姿を消 した

ことも想定すべきと思う。

また、同様に上田盆地では出土例が極めて少ない、中期の栗林式土器が出土したことも注目さ

れる。断片的な資料ではあるが、典型的な文様構成をとるものであり、誤認はなかろう。搬入品

であるかどうかは検討を要するが、今後の資料の蓄積も期待したい。

弥生時代の石器では、包含層出土として報告したが、石包丁が 1点出上しており、周辺で出土

している後期の類例との形態差から、中期の所産である可能性がある。

後期は箱清水式上器の破片が多く出上しているが、遺構は土坑を 1基確認したのみである。た

だし、 3号住居跡に弥生時代終末から古墳時代初頭の時期を与えたが、包含層から出土している

赤色塗彩の一群も、該期の遺物である可能性も否定できまい。

3 古墳時代

住居跡 3軒と古墳を4基確認した。

3号住居跡には出土遺物及び地床炉をもつ住居跡であることから、弥生時代後期終末～古墳時

代初頭の時期を与えた。当初は弥生時代後期の住居跡と考えていたのだか、整理作業において、

住居跡の覆土から多くの上器が出土していることに気づき、再検討をした。遺物は一部に赤色塗

彩されるものが見られるものの、箱清水式上器の器形とは異なるものが多い。北陸の影響が見 ら

れる甕や壺の破片が見られ、これらとの時間的関係から、住居跡の時期決定を行った。上田原一

帯では、古墳時代初頭の集落跡が見つかつてお り、何らかの関連を予想させる。

4号住居跡は古墳時代後期の所産と考えられる。諸事情により狭い範囲の調査となったが、比

較的まとまった数の遺物が出土した。

古墳は 3基を発掘調査し、 1基の痕跡を調査 した。

1号古墳は最も西側に位置する。出土遺物は少ないが、玄室の南西隅から内黒のイがほぼ完形

で出土した。後期の鬼高式の特徴を有する土師器である。 2号古墳は最も遺存状態が良かつた古
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墳で、実に様々な副葬品が出土した。大きな盗掘を受けていないものと判断される。玄室の東南

隅から須恵器のフラスコ形瓶が 2点出土した。これらは 7世紀第 3四半期の所産であることか

ら、 2号古墳はこの時期に営まれていた可能性が高い。出土遺物からの検証では、上記の時期を

与えることが可能だと思われるが、この 2基の前後関係は 1号古墳が古く、 2号古墳が新 しいと

考えることもできよう。ただし、発見された遺物が直ちに古墳の造営順序に反映されるものとは

言えず、慎重に検証をするあ要があろう。

4 平安時代

住居跡を 3軒検出したが、全形を窺い知ることができたものは僅かであつた。これは調査区内

の上層の堆積状況が明確に分層できるものでなかつたことが原因であるが、 1号住居跡では比較

的多くの遺物が出土した。遺構が僅かな数であつたため、集落の特徴等については不明な点が多

く残つた。中の沢遺跡はもともと平安時代の遺跡として周知されていたのだが、畑の耕作等によ

り、これらの遺構が破壊され、平安の遺物が地上に顔を出したのであろう。

また、 1基のみの検出であつたが、製錬炉を確認 した。遺構の大部分は破壊されていたが、炉

底部とその周囲には、流出津や炉内滓、炭化材等が集中して発見され、整理作業の過程で、僅か

ではあるが炉壁や輔の羽日を検出した。羽口の孔径が大きく、この点でも製錬炉であることが傍

証できる。市教委で所有する機材に制約があつたが、長野県埋蔵文化財センターの柳沢亮氏のご

指導を得て、鉄塊系遺物の抽出とデータ化を行つた。科学的な分析は叶わなかつたが、これまで

の発掘調査で関連する遺構が検出されている遺跡との関連性について、今後も検討 していきたい

と考える。特に対岸の秋和地区の弥勃堂遺跡 ((財)長野県埋蔵文化財センター1998)では精

錬炉を持つ住居跡が1軒検出されており、距離的にも近接していることから、何 らかの関わりが

あったことを期待させる。中の沢で製錬された粗鉄を弥勒堂で精錬したと考えられるとしたら、

該期の鉄生産のあり方を示す興味深い事象であるのだが、資料不足が否めず、確証は得られてい

ない。今後も更に調査検討をしていかなければならないと考えている。

5 中世以降

今回の調査で、東区 (E区)の第20号土坑から内耳土器が出土した。これまで、中の沢遺跡か

らは中世の遺構 。遺物の出土例はなく、新知見である。ただし、断片的な資料であり、周囲に所

在する中世の山城との関連を説くことはできまい。 E区からは所属時期不明の集石遺構が3基発

見されているが、これらについても、今後、類例を検証し、遺構の性格付けを進めていきたい。
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写真図版 1

(1)遺構検出作業 (N区 )

(2)遺構検出作業 (S区 )

(3)遺構発掘作業 (N区 )

-111-



写真図版 2

(1)遺構発掘作業 (S区 )

(2)遺構発掘作業 (E区 )

(3)基本土層 (N区 )
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写真図版 3

(1)調査前風景 (N区・ S区 )

(2)表土剥ぎ完了 (E区 )

(3)1号 住居跡完掘状況
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写真図版 4

(1)1号住居跡カマド検出状況

F紳・   ―鶴―‐

(2)2号 住居跡完掘状況

(3)2号 住居跡カマ ド検出状況
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写真図版 5

(1)3号 住居跡完掘状況

(2)3号 住居跡地床炉検出状況

(3)4号 住居跡完掘状況
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写真図版 6

(1)4号 住居跡カマ ド検出状況

(2)4号住居跡遺物出土状況 (カマ ド袖石前)

(3)4号住居跡遺物出土状況 (カマド北側)
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写真図版 7

(1)5号・ 6号竪穴状遺構完掘状況

(2)7号 住居跡完掘状況

(3)8号 住居跡完掘状況
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写真図版 8

(1)9号 住居跡完掘状況

千難
一
一， エ

(2)10号住居跡完掘状況

(3)刊 号住居跡完掘状況
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写真図版 9

(1)3号土坑完掘状況

(2)22号土坑完掘状況

(3)20号土坑完掘状況
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写真図版10

(1)1号 古墳検出状況 (南から)

(2)1号古墳検出状況 (東から)

(3)1号 古墳耳環出土状況
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写真図版11

(1)1号古墳人骨出土状況 1

(2)1号古墳人骨出土状況 2

(3)1号吉墳完掘状況 (南から)
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写真図版12

(1)1号 古墳玄室内土層断面 (東西 )

(2)1号 古墳玄室内土層断面 (南北 )

(3)1号古墳完掘状況
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写真図版13

(1)刊 号古墳玄室入口

(2)刊 号古墳左側壁

(3)1号 古墳奥壁
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写真図版14

(1)1号 古墳右側壁

(2)1号 古墳前庭部

(3)1号古境南側の石積
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写真図版15
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(3)2号 苗墳検出状況 (北から)
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写真図版16

(1)2号古墳人骨出土状況

(2)2号古墳遺物出土状況 (右袖石付近)

(3)2号古墳遺物出土状況 (左袖石付近)
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写真図版17

(1)2号 古墳玄室内土層断面 (東西 )

(2)2号 古墳玄室内土層断面 (南北 )

(3)2号 古墳玄室完掘状況
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写真図版18

(1)2号古墳玄室内玉石敷設状況

(2)2号 吉墳完掘状況 (羨道入口から)

韓

一
【ム

十

一
学

(3)2号 吉墳玄室入ロ

|_

-128-



~~て
|■
.ヾ
|テ .

渉

´
均   工

t    
‐

冒 .`T

頼

写真図版19
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(1)2号古墳奥壁

(2)2号 古墳玄室入ロ

(3)2号 古墳右側壁
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写真図版20

(1)2号古墳羨道完掘状況 (西から)

(2)2号 古墳閉塞石状況

(3)2号古境羨道完掘状況 (南から)



写真図版21

(1)3号 古墳掘下げ状況

(2)3号 古墳人骨検出状況

(3)3号 吉墳完掘状況 (北から)
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写真図版22

(1)3号 古墳完掘状況 (南から)

(2)3号 古墳玄室内玉石敷設状況

(3)3号古墳奥壁
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写真図版23
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(1)3号 古墳左側壁 刊

(2)3号 吉墳玄室入口

(3)3号 吉墳左側壁
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写真図版24

(1)古墳群全景と台地地形 (西から)

(2)4号 古墳跡 (中の沢 1号墳 )

(3)吉墳石室状の石組
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写真図版25

(1)1号 集石検出状況

(2)1号 集石掘下 Iザ状況

(3)1号集石完掘状況
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写真図版26

(1)2号 集石掘下げ状況

(2)2号 集石覆土堆積状況

(3)2号 集石完掘状況
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写真図版27

(1)3号集石完掘状況

(2)集石除去状況

(3)1号製錬炉 (西から)
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写真図版28

(1)1号 製錬炉 (西から)

(2)1号製錬炉断面

(3)N区完掘状況 (南から)
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写真図版29

(1)現地説明会 (平成18年度 )

(2)発掘調査作業員

(3)整理作業
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写真図版30

(1)刊 号住居跡出土土器

(2)3号 住居跡出土土器 刊

(3)3号 住居跡出土土器 2
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写真図版31

¶

Ｔ

(刊 )4号住居跡出土土師器

(3)1号 土坑出土上器

(2)4号 住居跡出土土須恵器
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